
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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おいしい手料理

【ひじきチャーハン】

▼写真のお祭りウィークがやってくる

▼東川町子育て世帯向け住宅事業が始まります
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第2回東川大写真展入選作品から

「はいチーズ」
加藤海斗さん撮影

CONTENTS
写真のお祭りウィークがやってくる
○東川町フォトフェスティバル「写真甲子園」「東川賞」授賞式

まち・タウン
○学校農業体験、今年のスタートは札幌市立西岡中から

○プロバスケット「レラカムイ」の選手がやって来た

○第三小の校舎周辺がボランティアできれいに整備

○安全な米と札幌の消費者がつながって20周年記念の集い　　ほか

今、生き生きと
○「北の住まい設計社ｃａｆé」シェフ　鈴木一徳

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○写真甲子園の高い評価と温かい人々の応援

◇短歌・俳句

◇新刊図書・ビデオ案内

Dr.中田の「健康にばんざい」
○生活習慣病を防ごう⑥

大雪山の素顔
○「旭岳から裾合平までの縦走」…環境省東川自然保護官事務所　田畑慎之介

ペチャクチャカナダ人
○「英語指導助手アシュリー・ペトゥルッチさん離町インタビュー

町の風　雑記抄
○ストップ・ザ・限界集落…前中央分館長　尾池隆男

東川町子育て世帯向け住宅事業がはじまります

大雪地区広域連合からのお知らせ
○平成20年度国民健康保険料率が決まりました

くらし・ネットワーク
○ご存知ですか？国民年金の保険料免除・納付猶予制度

○おいしい水給水施設整備事業補助金をご存知ですか？

○「大雪旭岳源水」が環境省「平成の名水百選」に選定

○国際家具デザインフェア旭川で大門さん、朝倉さんが入賞　　ほか

子育てチャンネル
○だれでもよかった…東川町地域子供会育成連絡協議会 会長　三原真琴

保健だより
○「疲れ」は万病の元、軽いうちに解消しましょう

おいしい手料理
○「ひじきチャーハン」…石川由香里

東
川
町
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
「
写
真
甲
子
園
」「
東
川
賞
」授
賞
式

写
真
の
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク
が
や
っ
て
く
る

　

東
川
町
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
「
第
24
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
７
月
29
日
か
ら
開
幕
し
ま
す
。
高
校
生
の
全
国
代
表
14
校
が
写

真
で
競
う
前
半
「
写
真
甲
子
園
２
０
０
８
」
大
会
、続
い
て
東
川
賞
授
賞
式
、受
賞
作
家
作
品
展
が
中
心
と
な
る
後
半
２
日
間
、写
真
に
集
う
延
べ
６
日
間

の
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク
で
す
。
期
間
中
、夏
を
彩
る
「
ど
ん
と
こ
い
祭
り
」
、花
火
大
会
、ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し
も
目
白
押
し
。

◎子供、高齢者の交通事故防止
◎自転車利用者等に対する交通安全指導
◎二輪車の交通事故防止
◎後部座席を含むシートベルトとチャイルド
　シートの正しい着用の徹底

東川町、東川町交通安全協会、東川・東川西・志比内駐在所

7/22～31
夏の交通安全運動夏の交通安全運動夏の交通安全運動

道路交通法（6月1日施行）一部改正

☆75歳未満の人もマーク表示に努める義務があります。
○高齢運転者マークは、長沢商店で購入ください。
☎82-2024（西町1丁目1-1）

75歳以上の人は、高齢運転者マークの
取り付け義務化

（違反点1点　反則金4,000円）
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フォトフェスタ2008の日程（メーン会期）
主行事 時間 場所

その他

写
真
甲
子
園
、
本
戦
大
会
初
出
場
校

は
８
校

　

メ
ー
ン
行
事
の
前
半
、
７
月
29
日
か
ら
８
月

１
日
ま
で
４
日
間
は
、
全
国
の
高
校
生
カ
メ
ラ

マ
ン
の
中
か
ら
第
１
次
予
選
審
査
（
６
月
18
日
、

東
京
）
を
勝
ち
抜
い
た
代
表
14
校
が
集
う
第
15

回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会
「
写
真
甲

子
園
２
０
０
８
」
の
開
幕
で
す
。

　

今
年
は
昨
年
よ
り
10
校
多
い
過
去
最
多
の
全

国
２
５
２
校
か
ら
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
初
応
募
校
は
な
ん
と
56
校
に
上
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
に
勝
ち
進
ん
で
き
た
14
校
の
う
ち
、
初

出
場
校
は
８
校
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

初
応
募
で
全
国
切
符
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
、

静
岡
県
立
伊
東
高
校
。
最
多
出
場
校
は
、
第
1

回
大
会
か
ら
本
戦
大
会
11
回
出
場
の
大
阪
市
立

工
芸
高
。
同
校
は
昨
年
、
本
戦
大
会
に
出
場
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
自
費

で
来
町
し
、
裏
方
と
し
て
本
戦
大
会
を
支
え
て

く
れ
た
ほ
ど
の
情
熱
校
。
昨
年
の
悔
し
さ
を
ば

ね
に
、
本
戦
大
会
に
勝
ち
進
ん
で
き
ま
し
た
。

果
た
し
て
今
年
の
結
果
は
い
か
に
？

　

今
年
は
、
昨
年
に
続
い
て
民
放
テ
レ
ビ
局
ｕ

ｈ
ｂ
（
北
海
道
文
化
放
送
）
の
特
集
番
組
放
送

（
時
間
未
定
）
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

「
に
っ
ぽ
ん
の
現
場
」
（
８
月
30
日
午
後
10
時

25
分
か
ら
）
で
も
写
真
甲
子
園
の
熱
戦
の
様
子

が
番
組
紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す
。

後
半
は
「
東
川
賞
」
授
賞
式
中
心
の

２
日
間

　

後
半
８
月
２
、
３
の
両
日
は
、
第
24
回
東
川

賞
の
授
賞
式
を
核
に
、
受
賞
作
家
作
品
展
や
写

真
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
展
・
合
評
展
な
ど
、
写

真
愛
好
家
な
ら
ず
と
も
、
身
近
に
写
真
に
触
れ

る
こ
と
が
出
来
る
２
日
間
。

　

来
町
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
写
真
家
、
ク
ラ
ウ

ス
・
ミ
ッ
テ
ル
ド
ル
フ
氏
（
海
外
作
家
賞
）
、

楢
橋
朝
子
氏
（
東
京
都
在
住
、
国
内
作
家
賞
）
、

澤
田
知
子
氏
（
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
在
住
、

新
人
賞
）
、
小
畑
雄
嗣
氏
（
東
京
都
在
住
、
特

別
賞
）
の
受
賞
作
家
４
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
作
品

に
秘
め
ら
れ
た
思
い
や
撮
影
意
図
な
ど
を
披
露

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　

期
間
中
、
ど
ん
と
こ
い
祭
り
も
開
幕
。
音
楽

と
写
真
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
沖
縄
か

ら
「
デ
ィ
ン
カ
・
ド
ゥ
ン
ク
」
が
来
演
し
ま
す
。

東
川
町
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
「
写
真
甲
子
園
」「
東
川
賞
」授
賞
式

写
真
の
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク
が
や
っ
て
く
る

　

東
川
町
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
「
第
24
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
７
月
29
日
か
ら
開
幕
し
ま
す
。
高
校
生
の
全
国
代
表
14
校
が
写

真
で
競
う
前
半
「
写
真
甲
子
園
２
０
０
８
」
大
会
、続
い
て
東
川
賞
授
賞
式
、受
賞
作
家
作
品
展
が
中
心
と
な
る
後
半
２
日
間
、写
真
に
集
う
延
べ
６
日
間

の
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク
で
す
。
期
間
中
、夏
を
彩
る
「
ど
ん
と
こ
い
祭
り
」
、花
火
大
会
、ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し
も
目
白
押
し
。

　

東
川
町
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
「
第
24
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
７
月
29
日
か
ら
開
幕
し
ま
す
。
高
校
生
の
全
国
代
表
14
校
が
写

真
で
競
う
前
半
「
写
真
甲
子
園
２
０
０
８
」
大
会
、続
い
て
東
川
賞
授
賞
式
、受
賞
作
家
作
品
展
が
中
心
と
な
る
後
半
２
日
間
、写
真
に
集
う
延
べ
６
日
間

の
お
祭
り
ウ
ィ
ー
ク
で
す
。
期
間
中
、夏
を
彩
る
「
ど
ん
と
こ
い
祭
り
」
、花
火
大
会
、ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し
も
目
白
押
し
。

夏の交通安全運動

7/29
（火）

7/30
（水）

7/31
（木）

8/1
（金）

8/3
（日）

8/2
（土）

写真甲子園（第1日目）
第15回写真甲子園開会式
写真甲子園歓迎夕食会

写真甲子園本戦撮影ステージ①②（第2日目）
ファースト公開審査会

写真甲子園本戦撮影ステージ③④⑤（第3日目）
高校生写真セミナー

写真甲子園本戦撮影ステージ⑥（最終目）
ファイナル公開審査会
表彰式、閉会式
交流会

どんとこい祭り
写真インデペンデンス展・合評展
東川賞ギャラリートーク
音楽と写真のコラボレーションⅡ
ストリートギャラリーコンテスト表彰式
さよならパーティー
写真夜会

東川賞授賞式、受賞者記念撮影
受賞作家作品展
受賞を祝う集い
どんとこい祭り
映画「CAPA in Love&War」
音楽と写真のコラボレーションⅠ
花火大会

改善センター
　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
　　〃
　　〃

羽衣公園ほか
文化ギャラリー
　　　〃
改善センター
　　〃
　　〃
四苦八苦広場

改善センター
文化ギャラリー
改善センター
羽衣公園ほか
改善センター
羽衣公園
　 〃

18:00
19:10

18:30

15:00

15:00
18:00
19:30

10 :00

13:00
13:30
17:00
17:30
19:00

10:30
11:30
12:00
12:00
15:00
19:00
20:30

・思い出写真館「NIJI」・ストリートフォトギャラリー・ふ
ぉとまーけっと・フリーマーケット
など
・音楽と写真のコラボレーションⅡの出演は沖縄のグルー
プ「ディンカ・ドゥンク」

・「My カメラアングル」（3日まで、道草館）
・ニコンユーナ21・ポートフォリオレビュー（文化ギャラリ
ー、午前10時～、午後4時半～）
・東川フォトミーティングプレイス（〃、午後7時～）
・思い出写真館「NIJI」・ストリートフォトギャラリー・ふ
ぉとまーけっと・フリーマーケット
など
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第1
5回
全国
高等
学校
写真
選手
権大
会

20
08

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、2
万
5
千
人

小
・
中
学
校
運
動
会
、盛
大
に

北海道ブロック

北海道帯広南商業高校
「ACTIVE☆NANSHO
～after　school　●でも●でも～」
（カラー8枚組）
＝2年ぶり2回目

東北ブロック

秋田県立大曲高校
「雪の記憶」
（カラー7枚組）
＝初出場

東北ブロック

福島県立郡山東高校

「WAを以って尊しと為す
―円JOY!!　マイライフ―」
（カラー8枚組）
＝初出場

関東ブロック

栃木県立栃木工業高校
「僕らの好きな街『とちぎ』」

（白黒8枚組）
＝2年連続2回目

関東ブロック

千葉県立柏高校
「ドアノブで遊ぼう

～OPEN　YOUR　MIND～」
（カラー8枚組）
＝初出場

関東ブロック

正則高校（東京）
「時の流れに生きる町」

（白黒8枚組）
＝初出場

中部・東海ブロック

新潟県立柏崎常盤高校

「時間よ永遠に」

（カラー8枚組）
＝初出場

中部・東海ブロック

静岡県立伊東高校
「虹色日和」

（カラー8枚組）
＝初出場

近畿ブロック

大阪市立工芸高校
「人情愛情大阪情」

（白黒８枚組）

＝3年ぶり11回目

近畿ブロック

市川高校（兵庫県市川町）
「共に鍛え、共に泣き、共に笑う」

（白黒８枚組）

＝13年ぶり2回目

中国ブロック

岡山県立倉敷古城池高校

「写道～影～」

（白黒4枚組）
＝初出場

四国ブロック

香川県立坂出高校
「記憶の断片　　　　　　　　　　　　　　　　　

～君の笑顔を思い出せなくて～」

（白黒8枚組）
＝4年ぶり2回目

九州・沖縄ブロック

熊本学園大学付属高校
（熊本市）

「私たちは本気です」

（白黒7枚組）
＝初出場

九州・沖縄ブロック

八代白百合学園高校（八代市）
「ふるさと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～時間がゆっくりと流れる街～」

（白黒８枚組）

＝2年連続7回目

写真甲子園本戦大会出場校
（ブロック代表校）

シャドウ ライバル

たっと

と　　き と　　わ

あめ はれ
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
町
内
小
、
中

学
校
で
運
動
会
が
あ
り
元
気
な
笑
顔
が
は

じ
け
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
は
、
町
内
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

東
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
東
川
中
学
校

体
育
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
、
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
日

中
ほ
ぼ
順
調
に
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
全
学
年
の
競
技
種
目
と
し
て
フ
ィ

ー
ル
ド
競
技
に
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
競

技
が
初
め
て
お
目
見
え
し
ま
し
た
。
昨
年

ま
で
の
砲
丸
投
げ
競
技
に
代
わ
っ
て
の
登

場
で
す
。
や
り
投
げ
競
技　
　
　
　
　
　

の
練
習
用
と
し
て
開
発
さ　
　
　
　
　
　

れ
た
も
の
で
、
プ
ラ
ス
チ　
　
　
　
　
　

ッ
ク
製
の
や
り
を
使
っ
た　
　
　
　
　
　

も
の
。
投
げ
て
も
な
か
な　
　
　
　
　
　

か
思
う
よ
う
に
距
離
が
伸　
　
　
　
　
　

び
ず
、
コ
ツ
を
つ
か
む
に　
　
　
　
　
　

は
要
領
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

　

午
後
か
ら
は
全
校
生
２
２
８
人
が
出
場

し
て
学
級
対
抗
の
ク
ラ
ス
全
員
リ
レ
ー
競

技
を
行
い
ま
し
た
。
学
年
全
員
が
出
場
す

る
の
は
初
め
て
で
す
。
生
徒
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
脇
か
ら
わ
が
子
の
活
躍
を
見
守
る
家

族
の
大
き
な
声
援
を
浴
び
て
力
走
し
ま
し

た
。

　

同
31
日
、
東
川
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
東
川

小
学
校
開
校
１
１
０
周
年
記
念
運
動
会
が

あ
り
ま
し
た
。
小
雨
模
様
な
が
ら
、
３
５

３
人
の
児
童
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

少
し
寒
か
っ
た
の
で
、
毎
年
参
加
し
て

い
る
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
子
供
た
ち
の
ゲ
ー

ム
、
全
校
綱
引
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
対
抗
玉

入
れ
な
ど
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
省
略
と
な

り
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
家
族
総

出
で
元
気
な
わ
が
子
の
活
躍
に
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
に
は
、
第
一
、
第
二
、
第
三

の
各
小
学
校
、
東
川
養
護
学
校
、
21
日
に

は
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
も
そ
れ
ぞ
れ
運
動
会

が
開
か
れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
に
ぎ
や
か
な

声
援
が
飛
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
24
、
25

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
の
両
日
、
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ウ
シ
森
林
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
で
第
44
回
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
し
楽
し
く
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
日
目
の
午
後

か
ら
は
雨
に
見
舞
わ
れ
て
人
出
が
伸
び
な

か
っ
た
も
の
の
、
初
日
は
終
日
好
天
に
恵

ま
れ
初
夏
並
み
に
気
温
も
上
が
っ
て
２
万

５
千
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

春
の
会
場
の
目
玉
は
、
今
や
道
内
最
大

級
３
０
０
店
以
上
の
出
店
数
に
な
っ
た
恒

例
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
野
菜
と
花
の
苗

販
売
。
今
年
は
、
例
年
秋
の
祭
り
に
出
展

し
て
い
た
浜
頓
別
町
か
ら
〝
海
の
幸
直
送

便
〞
屋
台
が
春
の
会
場
に
お
目
見
え
し
ま

し
た
。
６
月
上
旬
ま
で
が
漁
期
の
新
鮮
毛

が
に
の
産
地
直
売
も
登
場
し
、
か
に
汁
、

こ
う
ら
焼
き
、
ホ
タ
テ
焼
き
な
ど
、
ど
れ

も
売
り
切
れ
の
大
盛
況
。
採
れ
た
て
の
新

鮮
な
ウ
ド
や
フ
キ
も
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て

大
好
評
で
し
た
。

　

今
回
か
ら
登
場
し
た
東
川
キ
ッ
ズ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
子
供
家
具
の
売
れ
行
き
も
好

調
で
、
子
供
連
れ
の
家
族
が
春
の
祭
り
気

分
を
満
喫
し
ま
し
た
。

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、2
万
5
千
人

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
、2
万
5
千
人

小
・
中
学
校
運
動
会
、盛
大
に

小
・
中
学
校
運
動
会
、盛
大
に

▲第一小で

▲第二小で ▲東川中体育大会

▲第三小全校よさこい ▲幼児センター

▲東川小運動会 ▲養護学校で
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　 ５ 月 3
0 日 、 東 川 町 交 通 安 全 協 会

（ 藤 田 裕 三 会 長 ） 主 催 の 交 通 安 全 町

民 大 会 が 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー で 開

か れ ま し た 。 今 年 は ４ 月 3
0 日 付 け で

町 内 の 死 亡 交 通 事 故 ゼ ロ 記 録 千 日 を

達 成 、 さ ら に ゼ ロ 記 録 が 続 い て い ま

す 。 今 後 の 記 録 更 新 に 向 け て 交 通 安

全 宣 言 を 行 い 、 全 町 挙 　 　 　 　 　 　

げ て 無 事 故 へ の 誓 い を 　 　 　 　 　 　

新 た に し ま し た 。

　 町 内 建 設 関 連 各 社 従 　 　 　 　 　 　

業 員 や 、 各 町 内 会 役 員 、 　 　 　 　 　

交 通 安 全 指 導 員 ら ３ ０ 　 　 　 　 　 　

０ 人 以 上 が 集 ま り ま し 　 　 　 　 　 　

た 。

　 主 催 者 を 代 表 し て 、 　 　 　 　 　 　

藤 田 会 長 は 「 物 損 事 故

は ２ 日 に 1 回 起 き て い 　 　 　 　 　 　

　
る 。 事 故 が 起 き て も そ れ が 大 き な 事

故 に つ な が ら な い よ う な 運 動 を 展 開

し て い き た い 」 と 全 町 単 位 の 交 通 安

全 意 識 づ く り 、 交 通 安 全 教 室 の 開 催

な ど を 訴 え ま し た 。

　 加 茂 幸 夫 旭 川 東 警 察 署 長 ら 関 係 者

も 出 席 。 加 茂 署 長 は 「 物 損 事 故 １ ６

　 　 　 　 　 　 ０ 件 の 発 生 と い う こ と

　 　 　 　 　 　 は 、 事 故 関 係 者 は 年 間

　 　 　 　 　 　 ３ ０ ０ 人 く ら い に 達 し

　 　 　 　 　 　 て い る と い う こ と に な

　 　 　 　 　 　 る 。 ７ 千 人 の 人 口 に 比

　 　 　 　 　 　 較 す る と 、 事 故 に 遭 う

　 　 　 　 　 　 人 の 割 合 は か な り 多 い 」

　 　 　 　 　 　 と 無 事 故 継 続 へ の 気 持

　 　 　 　 　 　 ち を 引 き 締 め て い ま し

　 　 　 　 　 　 た 。

　
だ れ と も 理 解 し 合 え 　 　 　 　 　 　 　

な い の で 犯 罪 に 走 っ 　 　 　 　 　 　 　

て し ま い が ち 。 皆 さ 　 　 　 　 　 　 　

ん は い ろ い ろ な 人 と 　 　 　 　 　 　 　

交 流 し て 視 野 を 広 げ 、 　 　 　 　 　 　

い ろ い ろ な こ と を 経 験 し て ほ し い 」

「 1
3 歳 か ら 1
5 歳 の 年 齢 期 に 最 も 多 い

　
　 　 　 　 　 　 　 　 の は 、 薬 物 乱 用 。

　 　 　 　 　 　 　 　 興 味 本 位 に 手 を 出

　 　 　 　 　 　 　 　 す と 、 依 存 性 が あ

　 　 　 　 　 　 　 　 る の で 絶 対 に 止 め

　 　 　 　 　 　 　 　 ら れ な い 。 絶 対 に

　 　 　 　 　 　 　 　 手 を 出 さ な い で ほ

　 　 　 　 　 　 　 　 し い 。 相 談 す べ き

人 に 必 ず 相 談 し て ほ し い 」 と 訴 え ま

し た 。

　
い ま す か 。 刑 務 所 か ら の 出 所 者 を 保

護 し 、 支 援 、 援 助 し て い る 団 体 で す 」

と 保 護 司 の 役 割 を 説 明 し ま し た 。

　 ま た 、 多 く の 非 行 事 件 、 事 件 を 犯

し た 少 年 、 少 女 た ち と 日 ご ろ 接 し て

い る 経 験 か ら 「 非 行 に 走 る タ イ プ は 、

視 野 が 狭 い 人 、 世 界 が 狭 い 人 が 多 い 。

　 ６ 月 1
7 日 、 東 川 中 学 校 で 旭 川 保 護

観 察 所 、 山 口 慶 保 護 官 を 講 師 に 招 い

て 講 演 会 が あ り ま し た 。

　 社 会 を 明 る く す る 運 動 に 呼 応 し て 、

旭 川 地 区 保 護 司 会 東 川 支 部 （ 石 上 郁

支 部 長 ） が 主 催 し ま し た 。

　 「 皆 さ ん は 保 護 司 の 役 割 を 知 っ て

　 ５ 月 2
8 日 か ら ６ 月 3 日 ま で の 1 週

間 、 Ｊ Ｒ 東 京 駅 の 八 重 洲 地 下 街 で 、

大 雪 山 の 自 然 と 東 川 町 の 特 産 品 を ア

ピ ー ル す る 毎 年 恒 例 の 観 光 キ ャ ン ペ

ー ン を 今 年 も 開 き ま し た 。

　 本 町 の 代 表 的 な 特 産 品 と し て 米 缶 、

大 雪 旭 岳 源 水 や 木 工 ク ラ フ ト 製 品 な

ど 約 7
0 ア イ テ ム を 紹 介 し ま し た 。

　 今 年 の 会 場 は 、 昨 年 の メ ー ン ア ベ

ニ ュ ー か ら 約 １ ０ ０ メ ー ト ル 移 動 し

た セ ン タ ー ス ポ ッ ト で 約 7
0 平 方 ㍍ の

広 さ 。 「 北 海 道 か み か わ 観 光 フ ォ ト

グ ラ フ ウ ィ ー ク 」 と 題 し て 、 町 内 で

写 真 ギ ャ ラ リ ー ・ 北 写 人 を 運 営 し て

い る 写 真 家 、 深 山 治 さ ん の 大 雪 山 の

大 判 自 然 写 真 ７ 点 も 展 示 し ま し た 。

「 行 っ て み た い ね 」 「 落 ち 着 く な あ

〜 」 と 大 好 評 。 来 場 者 か ら 移 住 相 談

　
も あ り ま し た 。

　 会 場 は 、 本 町 出 身 者 の ひ が し か わ

東 京 会 の 会 員 さ ん た ち も 日 替 わ り で

手 伝 い に 来 て く れ 、 一 緒 に Ｐ Ｒ 。 旭

川 市 、 上 川 管 内 町 村 の 観 光 Ｐ Ｒ も 併

せ て 行 い 、 人 気 の 旭 山 動 物 園 は 注 目

度 も ひ と き わ 高 か っ た よ う で す 。

死 亡 事 故 ゼ ロ 更 新 目 指 し て 全 町 民 大 会死 亡 事 故 ゼ ロ 更 新 目 指 し て 全 町 民 大 会

社 会 を 明 る く す る 運 動 に 呼 応 し て 、 東 川 中 で 講 演 会社 会 を 明 る く す る 運 動 に 呼 応 し て 、 東 川 中 で 講 演 会

東 京 ・ 八 重 洲 地 下 街 で 今 年 も 魅 力 Ｐ Ｒ東 京 ・ 八 重 洲 地 下 街 で 今 年 も 魅 力 Ｐ Ｒ

　 「 デ ィ ス カ ス 」 と い う 名 の 高 級 熱

帯 魚 が 、 北 町 ２ 、 得 永 曻 司 さ ん

（ 7
2 ） 方 で 元 気 に 〝 す く す く 〞 と 育

っ て い ま す 。 そ の 理 由 は 、 ど う や ら

水 の 良 さ に あ る 、 と 専 門 家 の 間 で 今 、

東 川 の 水 が 注 目 さ れ 始 め て い ま す 。

　 南 米 ア マ ゾ ン 川 、 プ ト ゥ マ ヨ 川 流

域 な ど が 原 産 地 。 体 表 の 美 し い し ま

模 様 と 、 珍 し い 子 育 て の 仕 方 が 特 長

で す 。

　 飼 育 環 境 が 非 常 に 難 し く 、 専 門 家

や 愛 好 家 は 、 飼 育 用 と し て 蒸 留 水 を

使 い 、 ホ ル モ ン 剤 や 殺 菌 剤 な ど を 加

え て 常 時 セ 氏 2
8 〜 3
0 度 に 水 温 調 整 す

る な ど の 必 要 が あ る と い わ れ て い ま

す 。 　

　 親 魚 が 産 卵 ま で は し て も 、 卵 は な

か な か ふ 化 せ ず 、 稚 魚 ま 　 　 　 　 　

で 育 て る こ と が 難 し い そ 　 　 　 　 　

う で す 。

　 と こ ろ が 得 永 さ ん 宅 で 　 　 　 　 　

は 、 飼 育 用 の 水 は 、 蛇 口 　 　 　 　 　

か ら く み 上 げ た ま ま 使 用 　 　 　 　 　

し て い る だ け 。 飲 用 に く 　 　 　 　 　

み 上 げ た 地 下 水 に 手 を 加 　 　 　 　 　

え て い ま せ ん 。 に も か か 　 　 　 　 　

わ ら ず 、 親 魚 は こ れ ま で 　 　 　 　 　

に ３ 度 産 卵 し 、 順 調 に 稚 　 　 　 　 　

　
魚 が 育 っ て い る の で す 。

　 「 札 幌 の ペ ッ ト シ ョ ッ プ に 紹 介 し

た と こ ろ 、 そ の 水 は ど う し た ら 手 に

入 る の か 、 と 詰 め 寄 ら れ ま し た 。 注

目 さ れ て い る ん で す 」 。

　 飼 育 を 始 め て 現 在 ４ 年 目 。 昨 年 秋

以 降 か ら 産 卵 す る よ う に な り 「 一 度

で 生 ま れ る 稚 魚 は 、 多 い 時 で １ ０ ０

尾 。 夫 婦 交 代 で 子 育 て を し た り 、 け

ん か を し て い る と 、 ほ か の 魚 が 仲 裁

に 入 っ た り 、 と て も 人 間 的 で 飽 き な

い 」 と か 。

　 今 で は 飼 育 水 槽 が ６ 槽 に も 増 え ま

し た 。 「 デ ィ ス カ ス ブ ル ー 」 と 名 付

け た 新 し い 模 様 の 稚 魚 も 誕 生 し 、 新

品 種 登 録 へ と 夢 も 膨 ら ん で い る と い

う こ と で す 。

　 中 、 高 校 の 農 業 体 験 研 修 旅 行 受 け

入 れ が 今 年 も 始 ま り ま し た 。 ５ 月 2
6

日 、 ト ッ プ を 切 っ て 札 幌 市 立 西 岡 中

の 2 年 生 4
0 人 が 町 内 に 到 着 し ま し た 。

農 家 ４ カ 所 に 分 か れ て 農 作 業 を 手 伝

い 、 初 め て の 体 験 に 歓 声 を 上 げ ま し

た 。

　 2
8 区 、 川 上 隆 司 さ ん （ 6
5 ） 方 に は

1
0 人 が 訪 れ ま し た 。 バ ス か ら 降 り た

生 徒 は 「 空 気 が お い し い ！ 」 「 土 が

ふ わ ふ わ だ よ ー 」 と 感 嘆 の 第 一 声 。

川 上 さ ん 宅 の 自 家 用 菜 豆 、 ト ウ モ ロ

コ シ 、 カ ボ チ ャ の 苗 植 え に 挑 戦 し ま

し た 。

　 初 め て の 体 験 に 「 楽 し い 」 「 お も

し ろ い 」 と 大 き な 歓 声 が 上 が り ま し

た 。 熊 石 町 に 祖 父 母 が 住 ん で い る と

い う 生 徒 は 「 今 度 お ば あ ち ゃ ん の 家

に 行 っ た ら 手 伝 お う ！ 」 と 大 感 激 。

　 研 修 旅 行 は 、 １ 泊 ２ 日 の 農 業 、 陶

芸 、 織 物 製 作 の 各 体 験 ３ コ ー ス 。 最

　
も 人 気 が 高 か っ た の が 農 業 体 験 コ ー

ス だ そ う で す 。

　 ひ が し か わ グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム 協

議 会 （ 井 下 佳 和 会 長 ） 、 （ 有 ） ア グ

リ テ ッ ク （ 社 長 同 ） が 行 う グ リ ー ン

ツ ー リ ズ ム 事 業 は 今 年 で ４ 年 目 。 中 、

高 校 生 の 農 業 体 験 ・ 農 家 泊 研 修 旅 行 、

修 学 旅 行 は 、 予 約 1
6 校 に 達 し て い ま

す 。 前 年 実 績 を す で に ５ 校 上 回 り 、

受 け 入 れ 先 農 家 は 、 旭 川 、 富 良 野 両

市 内 や 美 瑛 、 上 川 、 愛 別 、 比 布 、 和

寒 、 剣 淵 の 各 町 に も 広 が っ て い ま す 。

　 2
8 日 に は 、 本 州 方 面 か ら の 修 学 旅

行 第 1 陣 と し て 、 ２ 年 目 の 大 阪 市 立

松 原 中 学 校 3 年 生 2 ク ラ ス 6
8 人 も 到

着 し 、 農 家 1
7 戸 に １ 泊 し て 農 作 業 を

体 験 、 夕 食 に は ジ ン ギ ス カ ン に 舌 鼓

を 打 ち ま し た 。

高 級 熱 帯 魚 が 町 内 の 水 で 〝 す く す く 〞 。 専 門 家 も 注 目高 級 熱 帯 魚 が 町 内 の 水 で 〝 す く す く 〞 。 専 門 家 も 注 目
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HIGASHIKAWA TOWN NEWSま ち ・ タ ウ ン

ヌ
プ
リ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ
の
儀
式

　 ５ 月 2
8 日 、 東 川 中 学 校 　 　 　 　 　

（ 鍛 治 川 明 校 長 ） 、 東 川 　 　 　 　 　

第 一 小 学 校 （ 大 島 峰 夫 校 　 　 　 　 　

長 ） で そ れ ぞ れ 、 学 校 田 　 　 　 　 　

の 田 植 え を し ま し た 。 み 　 　 　 　 　

ん な で 手 植 え し 、 出 来 秋 　 　 　 　 　

が 待 ち 遠 し い 春 到 来 で す 。

　 東 川 中 の 学 校 田 「 羽 衣 　 　 　 　 　

田 」 は 、 羽 衣 公 園 の 一 角 　 　 　 　 　

に あ る 約 2
0 ㌃ 。 毎 年 １ 年 　 　 　 　 　

生 が 田 植 え の 担 当 で す 。 ３ ク ラ ス 約

7
0 人 が 素 足 に な っ て 水 田 に 入 り 、 町

内 の 農 家 が 育 て た 「 お ぼ ろ づ き 」 の

幼 苗 を 手 植 え し ま し た 。

　 こ の 後 途 中 の 草 取 り は ２ 年 生 の 担

当 。 ９ 月 末 に は 約 1
0 俵 （ １ 俵 6
0 ㌔ ㌘ ）

の 収 穫 を 見 込 ん で い ま す 。

　 第 一 小 で は 、 毎 年 近 く の 農 家 の 田

ん ぼ を 借 り て い ま す 。 今 年 は 、 と な

り の 谷 地 本 修 也 さ ん （ 5
0 ） の 一 角 を

　

　 　 　 　 　 　 借 り て 全 校 生 3
0 人 が 田

　 　 　 　 　 　 植 え し ま し た 。

　 　 　 　 　 　 　 サ ツ エ お ば あ ち ゃ ん

　 　 　 　 　 　 （ 7
8 ） が 田 植 え の 先 生

　 　 　 　 　 　 で す 。 「 ま っ す ぐ に 植

　 　 　 　 　 　 え な く て も い い か ら ね 。

　 　 　 　 　 　 転 ば な い よ う に 気 を つ

　 　 　 　 　 　 け て ね 」 と コ ツ （ ？ ）

　 　 　 　 　 　 の 伝 授 を 受 け て 「 手 も

　 　 　 　 　 　 足 も ド ロ だ ら け だ べ さ

ぁ 〜 」 と 楽 し そ う に 「 ほ し の ゆ め 」

を 植 え 付 け ま し た 。

　 ３ 、 ４ 年 生 は こ の 後 、 総 合 学 習 で

生 長 観 察 を し ま す 。 出 来 秋 に は み ん

な で 特 製 お に ぎ り を 食 べ る 予 定 で す 。

　 ６ 月 1
8 日 、 本 道 の プ ロ バ ス ケ ッ ト

チ ー ム 「 レ ラ カ ム イ 北 海 道 」 の 朝 山

正 悟 選 手 （ 2
7 ） 、 勝 又 穣 次 選 手 （ 2
6 ）

の ２ 人 が 東 川 小 に や っ て き ま し た 。

拍 手 で 迎 え た 子 供 た ち は 、 初 め て 間

近 で 接 す る プ ロ 選 　 　 　 　 　 　 　 　

手 に 大 感 激 。 約 1 　 　 　 　 　 　 　 　

時 間 の 練 習 で し た 　 　 　 　 　 　 　 　

が 、 基 本 を し っ か 　 　 　 　 　 　 　 　

り 習 っ て 自 信 を つ 　 　 　 　 　 　 　 　

け た よ う で す 。

　 当 麻 町 ス ポ ー ツ 　 　 　 　 　 　 　 　

セ ン タ ー で 行 っ た 　 　 　 　 　 　 　 　

チ ー ム 合 宿 の 合 間 　 　 　 　 　 　 　 　

に 訪 れ て く れ ま し 　 　 　 　 　 　 　 　

た 。

　 東 川 小 、 東 川 第 三 小 で 構 成 し て い

る 東 川 ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 少 年 団 の

1
3 人 と 、 旭 川 市 立 忠 和 小 ミ ニ バ ス ケ ッ

ト ボ ー ル 少 年 団 の 1
1 人 が 指 導 を 受 け

ま し た 。 お そ ろ い の Ｔ シ ャ ツ に 着 替

　 　 　 　 え 、 ド リ ブ ル の 基 本 や 、 ボ

　 　 　 　 ー ル を 手 に 慣 ら す た め の ボ

　 　 　 　 ー ル 回 し の 練 習 を 中 心 に 、

　 　 　 　 体 育 館 狭 し と 動 き 回 り ま し

　 　 　 　 た 。 日 ご ろ の 練 習 と 比 べ も

　 　 　 　 の に な ら な い 目 の 輝 き で し た 。

　 　 　 　 　 朝 山 、 勝 又 両 選 手 は 、 と

　 　 　 　 も に 今 季 旧 Ｏ Ｓ Ｇ フ ェ ニ ッ

　 　 　 　 ク ス 東 三 河 （ 現 浜 松 ・ 東 三

　 　 　 　 河 フ ェ ニ ッ ク ス ） か ら 移 籍

　 　 　 　 し て き た 期 待 の 新 鋭 で す 。

　
ア で 整 備 を か っ て 出 て く れ ま し た 。

　 き れ い に 整 地 し た 後 に は 、 ト ラ ッ

ク 7 台 分 も の 切 り 込 み 砂 利 も 敷 い て

す っ か り 見 違 え る よ う に な り ま し た 。

同 校 で は 、 ５ 月 上 旬 か ら 約 ２ 週 間 か

け て 、 Ｐ Ｔ Ａ の 父 兄 や 地 区 の 老 人 会

の 会 員 約 5
0 人 も 学 校 花 壇 整 備 に 汗 を

流 し 、 見 違 え る ほ ど き れ い に 花 々 が

咲 き 誇 る よ う に な り ま し た 。

　 東 川 第 三 小 学 校 （ 吉 田 顕 康 校 長 ）

で は こ の ほ ど 、 花 本 建 設 （ 旭 川 、 花

本 金 行 社 長 ） が 校 舎 建 物 周 囲 の 敷 地

整 備 の ボ ラ ン テ ィ ア 作 業 を し ま し た 。

　 古 い 樹 木 、 枝 せ ん 定 後 の 処 理 、 校

舎 建 物 周 囲 の 大 規 模 な 敷 地 整 備 に 困

っ て い た と こ ろ 、 近 く の 同 社 資 源 リ

サ イ ク ル 部 事 業 所 の 社 員 が ダ ン プ カ

ー や 重 機 を 持 ち 込 ん で 、 ボ ラ ン テ ィ

第 三 小 の 校 舎 周 辺 が ボ ラ ン テ ィ ア で き れ い に 整 備第 三 小 の 校 舎 周 辺 が ボ ラ ン テ ィ ア で き れ い に 整 備

プ ロ バ ス ケ ッ ト 「 レ ラ カ ム イ 」 の 選 手 が や っ て 来 たプ ロ バ ス ケ ッ ト 「 レ ラ カ ム イ 」 の 選 手 が や っ て 来 た豊 作 願 っ て 町 内 小 、 中 学 校 で 田 植 え豊 作 願 っ て 町 内 小 、 中 学 校 で 田 植 え

　 6 月 2
1 日 、 大 雪 山 系 旭 岳 が 今 季 の

山 開 き を し ま し た 。 ふ も と の 旭 岳 温

泉 、 勇 駒 別 神 社 で 山 の 無 事 故 を 願 っ

て 安 全 祈 願 祭 を 行 い 、 そ の 後 青 少 年

野 営 場 で 地 元 旭 川 ・ 近 文 ア イ ヌ の 人

た ち が 伝 統 の 儀 式 、 ヌ プ リ コ ロ カ ム

イ ノ ミ で 山 の 神 に 今 季 の 無 事 故 を 願

い ま し た 。

　 安 全 祈 願 祭 は 、 松 岡 市 郎 町 長 、 浜

辺 啓 東 川 町 観 光 協 会 長 、 庄 内 孝 治 東

川 山 岳 会 代 表 、 大 雪 山 愛 護 少 年 団

（ 椎 名 俊 文 団 長 ） ら 約 4
0 人 が 出 席 し

ま し た 。

　 祈 願 祭 の 後 は 、 青 少 年 野 営 場 で 夏

山 シ ー ズ ン ・ イ ン を 祝 っ て 、 ジ ン ギ

ス カ ン パ ー テ ィ ー 。 温 泉 街 に 宿 泊 し

て い る 海 外 か ら の 観 光 客 も 見 守 る 中 、

旭 岳 自 然 保 護 監 視 員 、 ネ ー チ ャ ー ガ

イ ド ら 1
3 人 が 恒 例 の 創 作 劇 で 地 球 温

暖 化 を 防 ぐ エ コ 活 動 を 訴 え ま し た 。

 夜 に 入 っ て 山 の 神 を 迎 え る キ ャ ン

プ フ ァ イ ヤ ー に 火 が つ く と 、 い よ い

よ メ ー ン 行 事 、 ヌ プ リ コ ロ カ ム イ ノ

ミ の 儀 式 で す 。 約 3
0 人 の ア イ ヌ の 人

た ち が 1 年 の 山 の 安 全 を 願 っ て 厳 か

に 山 の 神 に 祈 り を さ さ げ 、 伝 統 の 歌

と 舞 い を 奉 納 し ま し た 。

　
敷 地 に 、 滅 菌 セ ン タ ー 、 物 流 セ ン タ

ー 、 製 造 工 場 を 順 次 併 設 し 、 平 成 2
4

年 ご ろ 全 体 完 成 を 予 定 し て い ま す 。

　 今 回 着 工 し た の は 、 滅 菌 セ ン タ ー

（ 鉄 骨 造 り 平 屋 建 て 延 べ 約 ２ 千 平 方

㍍ 、 建 物 建 設 費 約 ２ 億 2 千 ３ ０ ０ 万

円 ） 。 今 年 ９ 月 末 ご ろ の 完 成 予 定 で

す 。

　 医 療 用 マ ス ク 、 用 具 の 国 内 大 手 、

日 本 メ デ ィ カ ル プ ロ ダ ク ツ 株 式 会 社

（ 旭 川 、 山 本 倫 生 社 長 ） の 東 川 工 場

（ 北 町 1
1 丁 目 ） が 建 設 着 工 し ま し た 。

５ 月 3
0 日 、 関 係 者 約 3
0 人 が 出 席 し て

起 工 式 を 行 い 、 本 町 か ら は 三 宅 良 昌

教 育 長 が 出 席 し て 工 事 の 無 事 完 成 を

祈 り ま し た 。

　 東 川 工 場 は 、 総 面 積 約 ４ ・ ３ ㌶ の

　
　 有 機 無 農 薬 米 、 減 　 　 　 　 　 　 　

農 薬 米 を 生 産 し て い 　 　 　 　 　 　 　

る 町 内 の ２ 生 産 者 と 　 　 　 　 　 　 　

札 幌 市 内 の 消 費 者 グ 　 　 　 　 　 　 　

ル ー プ が 直 接 交 流 を 　 　 　 　 　 　 　

続 け て 今 年 で 満 2
0 年 　 　 　 　 　 　 　

を 向 か え 、 6 月 ７ 日 、 　 　 　 　 　 　

札 幌 の グ ル ー プ 会 員 　 　 　 　 　 　 　

約 5
0 人 が 来 町 し て

「 交 流 2
0 周 年 の 集 い 」 を し ま し た 。

　 安 全 な 米 で 交 流 を 続 け て き た の は 、

有 機 無 農 薬 米 生 産 の 道 内 草 分 け 的 生

産 者 、 3
0 区 の 佐 竹 良 洲 さ ん （ 5
9 ） と 、

減 農 薬 ・ 減 化 学 肥 料 米 生 産 を 続 け て

き た 1
2 区 の 松 林 直 樹 さ ん （ 5
7 ） 。

　 ヨ ガ サ ー ク ル 「 札 幌 ビ ュ ー テ ィ ー

　
　 　 　 ヨ ガ 」 （ 札 幌 市 清 田 区 ） 代 表

　 　 　 で 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 日 本 Ｙ Ｏ Ｇ Ａ

　 　 　 連 盟 評 議 員 の 江 連 征 子 さ ん が

　 　 　 中 心 と な っ て い る 消 費 者 グ ル

　 　 　 ー プ と 交 流 を し 、 佐 竹 さ ん 、

　 　 　 松 林 さ ん の 米 は 、 毎 月 1 回 、

　 　 　 札 幌 市 内 の 消 費 者 に 直 接 届 け

　 　 　 て き ま し た 。

　 　 　 　 札 幌 か ら バ ス を チ ャ ー タ ー

し て 来 町 し た 一 行 は 、 佐 竹 さ ん 、 松

林 さ ん 方 の ほ 場 を 見 学 後 、 自 家 産 農

産 物 で 作 っ た お 弁 当 で 手 作 り の 集 い

を 開 き 、 こ れ か ら も 「 安 心 、 安 全 な

食 」 を 通 じ て 生 産 者 と 消 費 者 が つ な

が っ て い く こ と を 誓 い ま し た 。

安 全 な 米 と 札 幌 の 消 費 者 が つ な が っ て 2
0
周 年 記 念 の 集 い安 全 な 米 と 札 幌 の 消 費 者 が つ な が っ て 2
0
周 年 記 念 の 集 い

日 本 メ デ ィ カ ル プ ロ ダ ク ツ ㈱ 、 東 川 工 場 い よ い よ 着 工日 本 メ デ ィ カ ル プ ロ ダ ク ツ ㈱ 、 東 川 工 場 い よ い よ 着 工

今 年 も に ぎ や か に 山 開 き今 年 も に ぎ や か に 山 開 き
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の は 近 く に 寄 っ て く る と 思 う 。 も っ

と 狭 い 範 囲 で 地 産 地 消 を し て 、 地 域

と つ な が り た い 」 。

　 　 　 　 　 　 ◇

　 「 東 京 の 暮 ら し が す ご く 楽 だ っ た

の で 、 当 初 は 『 １ 〜 ２ 年 間 仕 事 で 来

て い る 程 度 で は 、 住 も う な ど と い う

気 持 ち に は な ら な い だ ろ う 』 と 思 っ

て い た 」 と 言 い ま す 。

　 「 東 京 に は ず っ と 帰 る と こ ろ が あ

っ た 。 と こ ろ が １ 年 経 っ て 気 が つ い

た ら 、 帰 り た く な い と 思 う 気 持 ち に

自 分 が 変 わ っ て い ま し た 」 。

　 「 嫌 い だ 」 と 自 分 自 身 で 思 い 込 ん

で い た 趣 味 の ア ウ ト ド ア も 、 今 で は

「 休 み の 日 を つ ぶ し て 川 に 釣 り に 行

き 、 山 菜 採 り に 行 く 自 分 が い る ん で

す 。 こ れ っ て す ご く ぜ い た く な こ と

で す よ ね 」 。

　 昨 年 、 東 京 都 内 の 両 親 も 自 宅 を 処

分 し て 町 内 に 移 り 住 み 、 現 在 一 緒 に

暮 ら し て い ま す 。 「 町 の 少 し の 不 便

が 良 い 。 つ く り 過 ぎ て い な い と こ ろ

が 良 い 。 山 並 み や 四 季 の 移 り 変 わ り

を 感 じ る こ と が で き る 自 然 が 、 良 い

人 々 が ま ち に 増 え て い く こ と に つ な

が る と 思 い ま す 」 。

　 「 道 産 小 麦 と フ レ ッ シ ュ ト マ ト の

ソ ー ス を 使 う こ と を 基 本 に 、 生 産 者

が 分 か る も の 、 安 全 な も の を 、 手 間

を か け て 出 し て い き た い 」 。

　 森 の 中 の 小 さ な カ フ ェ 建 設 の 話 が

持 ち 上 が っ た 時 、 自 ら 「 こ こ で 働 き

た い 」 と 飛 び 込 ん で き ま し た 。 店 を

切 り 盛 り し て ５ 年 目 を 迎 え ま し た 。

「 食 材 を も っ と 近 づ け た い 」 と の 思

い が 日 々 強 ま っ て い ま す 。

　 「 新 し い メ ニ ュ ー を 増 や し て い く

と い う よ り も 、 地 元 の も の を 使 っ て 、

手 間 を か け て 料 理 を つ く っ て い き た

い 」 。

　 手 打 ち パ ス タ の 原 料 は 道 産 小 麦 の

代 表 格 「 ハ ル ユ タ カ 」 。 「 香 り が す

ご く 高 い の で 、 こ れ を 生 か し た い と

い う 思 い が 強 か っ た 」 と 言 い ま す 。

　 ト マ ト ソ ー ス は 、 冬 用 に 備 蓄 し た

も の を 使 い ま す 。 も ち ろ ん 地 元 、 旭

川 市 東 旭 川 産 。 豚 肉 も 東 旭 川 産 。 牛

乳 は 無 配 合 飼 料 で 育 て た 乳 牛 か ら と

っ た 同 市 神 居 の 小 さ な 牧 場 か ら 。 同

じ く 無 配 合 飼 料 で 育 て た 東 川 産 の 自

然 有 精 卵 、 富 良 野 産 無 農 薬 タ マ ネ ギ

な ど 、 こ だ わ り の 地 元 産 食 材 の 数 々

を 使 っ て い ま す 。

　 「 も っ と 近 く に 求 め た い 。 良 い も

今 、 生 き 生 き と

　 木 々 に 囲 ま れ 、 木 漏

れ 日 に 照 ら さ れ た 森 の

小 さ な カ フ ェ か ら 、 パ

ン を 焼 く に お い と ト マ

ト ソ ー ス の か す か な 香

り が 漂 い 流 れ て き ま す 。

夏 は 〝 さ わ さ わ 〞 と 葉

風 が そ よ ぎ 、 小 鳥 た ち

の さ え ず り と 一 緒 に 、

時 折 木 材 を 切 る 旋 盤 の

音 が 家 具 工 場 か ら 風 に

乗 っ て 流 れ て き ま す 。

す っ か り 葉 が 落 ち る 冬 、

木 立 の 間 か ら は 、 大 雪

山 系 の 峰 々 が 凛 と し た

姿 を 眼 前 に 現 し ま す 。

こ ん な ぜ い た く な 空 間

で 、 ぜ い た く な 手 作 り

パ ス タ と 〝 ホ ッ 〞 と ひ

と 息 つ く コ ー ヒ ー ブ レ

イ ク は い か が ？
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森
の
緑
の
中
に
た
た
ず
む「
ca
fé
」

木
々
に
囲
ま
れ
た 「
ｃａ
ｆ
é」
前
庭

小
粋
な「
ｃａ
ｆ
é」
入
り
口

「
ca
fé
」2
階
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
風
店
内

旧 教 員 住 宅 を 改 築 ・

増 築 し た 北 の 住 ま い

設 計 社 事 務 所 棟

北 の 住 ま い 設 計 社 は 、

旧 第 五 小 の 旧 校 舎

「 北 の 住 ま い 設 計 社 ｃ ａ ｆ é 」 シ ェ フ 　 鈴 木 　 一 徳 （ す ず き 　 か ず の り ） さ ん

鈴
木
　一
徳
さ
ん
　「
北
の
住
ま
い
設
計
社
ｃａ
ｆ
é」
シ
ェ
フ
／
　上
岐
登
牛
　☎
８２
－４
５５
６
 (店
舗
)

東
京
都
出
身
、3
9歳
。東
京
都
立
の
商
業
高
校（
商
業
科
）卒
後
、武
蔵
野
調
理
師
専
門
学
校（
東
京
・
池
袋
）卒
。洋
食
店（
東
京
・
銀
座
）で
修
業
後
、西
武
セ
ゾ
ン
系
の「
ホ
テ
ル
西
洋
銀
座
」

（
同
）の
イ
タ
リ
ア
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
・
ア
ト
ー
レ
」に
10
年
間
勤
務
。当
時
料
理
長
を
務
め
て
い
た
日
本
イ
タ
リ
ア
料
理
協
会
初
代
会
長
シ
ェ
フ
、室
井
克
義
氏（
56
）に
師
事
し
、旭
川

市
内
に
新
規
開
店
す
る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
た
め
に
来
道
。そ
の
後「
北
の
住
ま
い
設
計
社
」が
敷
地
内
に
新
た
に
開
店
さ
せ
た
カ
フ
ェ
の
シ
ェ
フ
に
就
任
。

す
ず
き
　 
  
か
ず
の
り

11
10

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
00

8 
Ju

ly
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
00

8 
Ju
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写
真
甲
子
園
は
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）

年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
今
年
で
15
回
目

の
節
目
を
迎
え
、
全
国
か
ら
の
応
募
高
校

数
は
今
回
２
５
２
校
と
過
去
最
高
（
前
年

２
４
２
校
）
と
な
っ
た
。

　

主
催
者
団
体
の
一
つ
で
あ
る
北
海
道
新

聞
社
喜
多
義
憲
事
業
局
長
（
元
旭
川
支
社

長
）
は
、
「
北
海
道
か
ら
発
信
す
る
素
晴

ら
し
い
文
化
事
業
」
と
、
N
H
K
、
全
国

新
聞
社
事
業
協
議
会
や
共
同
通
信
社
へ
の

後
援
確
保
に
奔
走
し
て
い
た
だ
い
た
。
結

果
、
今
回
か
ら
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
」
「
共
同
通
信

社
」
「
全
国
新
聞
社
事
業
協
議
会
」
の
後

援
が
決
定
し
た
。

　

「
ま
ん
が
甲
子
園
」
「
俳
句
甲
子
園
」

な
ど
「
○
○
甲
子
園
」
と
名
の
付
く
文
化

系
大
会
は
全
国
で
21
件
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
中
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
」
の
後
援
は
写
真
甲

子
園
だ
け
の
よ
う
だ
。

　

後
援
を
め
ぐ
り
N
H
K
で
は
議
論
は
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
前
N
H
K
旭
川
放
送
局

長
小
林
正
治
氏
の
人
脈
と
推
薦
に
よ
り
決

ま
っ
た
。
同
氏
は
「
小
さ
な
町
が
頑
張
っ

て
い
る
の
を
応
援
す
る
の
は
当
然
」
と
言

っ
て
く
れ
る
。

　

後
援
団
体
の
強
化
に
よ
り
出
場
選
手
も

一
層
熱
が
入
り
、
そ
の
様
子
が
地
方
新
聞

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
全
国
へ
紹
介

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
「
写
真
の

町
」
東
川
町
と
出
場
高
校
の
市
町
な
ど
と

の
距
離
が
一
層
近
く
な
る
。

　

N
H
K
の
後
援
に
よ
っ
て
、
今
年
は
早

速
、
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
、
土
曜
日
番
組

の
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本
の
現
場
」
で
全

国
放
送
が
決
定
し
、
ま
た
旭
川
放
送
局
か

ら
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
中
で
も
全
国
へ
紹
介

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
u
h
b
で
も
１
時

間
番
組
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
実
現

ま
で
は
容
易
で
は
な
い
が
、
写
真
甲
子
園

の
映
画
化
や
ド
ラ
マ
化
に
向
け
た
動
き
も

出
て
き
て
い
る
。

　

立
木
義
浩
審
査
委
員
長
や
協
賛
団
体
キ

ヤ
ノ
ン
の
幹
部
の
方
々
と
も
出
場
高
校
枠

拡
大
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。

　

選
手
の
宿
泊
受
け
入
れ
が
問
題
と
な
っ

て
い
た
が
、
農
家
の
方
々
29
戸
が
宿
泊
施

設
の
許
可
を
得
て
い
る
。
選
手
た
ち
が
農

家
等
に
泊
ま
っ
て
普
段
着
で
ロ
ー
カ
ル
な

人
々
と
交
流
し
、
写
真
を
撮
る
こ
と
が
実

現
す
れ
ば
、
写
真
の
町
か
ら
の
大
き
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
と
な
る
。

　

先
人
が
ま
か
れ
た
種
が
多
く
の
人
々
の

力
で
芽
を
出
し
、
成
長
し
て
い
る
。
ご
支

援
く
だ
さ
る
方
々
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
良
か
っ

た
ね
」
と
感
謝
さ
れ
る
「
写
真
の
町
」
と

写
真
甲
子
園
を
目
指
し
て
い
き
た
い
も
の

だ
。

と
お
き
日
に
吾
に
抱
か
れ
て
泣
き
し
孫
今
日
は
花
嫁
う
れ
し
く
も
淋
し

水
色
の
朝
顔
咲
く
家
と
人
の
云
う
笛
た
て
く
れ
し
友
の
や
さ
し
き

老
人
の
医
療
費
無
料
の
時
代
あ
り
先
行
き
読
め
ぬ
政
治
ぞ
悲
し

わ
が
誕
生
日
祝
い
て
息
子
ら
と
の
ひ
と
日
旅
深
緑
の
峠
に
心
洗
わ
る

戴
き
し
タ
ラ
ン
ボ
の
芽
と
や
美
味
な
こ
と
夕
餉
の
膳
の
主
役
と
な
り
ぬ

懐
か
し
き
日
々
を
友
等
と
語
ら
い
て
気
付
け
ば
湯
の
宿
早
も
明
け
ゆ
く

四
川
大
地
震
に
遭
い
し
小
学
校
他
国
で
あ
れ
ど
胸
痛
く
な
る

落
花
し
て
な
ほ
絵
と
残
る
ア
デ
ニ
ュ
ー
ム
花
の
命
の
い
と
し
さ
お
も
ふ

毎
日
を
土
と
た
わ
む
る
日
々
な
れ
ば
働
く
喜
び
か
み
し
め
て
い
る

絶
対
に
引
き
返
さ
な
い
秒
針
の
す
す
め
す
す
め
に
す
こ
し
た
じ
ろ
ぐ

さ
ま
ざ
ま
な
事
件
や
事
故
の
多
か
り
き
平
穏
な
世
を
強
く
願
い
を
り

櫻
咲
く
そ
の
明
る
さ
に
さ
か
ら
ひ
ぬ
七
つ
ボ
タ
ン
は
ま
だ
ま
だ
消
え
ぬ

消
防
署
跡
に
某
会
社
の
標
識
立
て
り
早
朝
よ
り
車
十
四
台
並
ぶ

な
ん
で
だ
ろ
う
こ
ん
な
に
忘
れ
っ
ぽ
く
な
り
て
短
歌
の
締
め
切
り
間
に
あ
う
か
し
ら

身
を
賭
し
て
泥
の
振
り
す
る
蛙
か
な

老
犬
の
惰
眠
む
さ
ぼ
る
夏
の
陰

大
古
し
の
ぶ
草
津
白
根
山
の
湯
釜
か
な

夏
陰
や
ま
だ
新
し
き
乳
母
車

語
り
合
ふ
友
は
黄
泉
路
や
夏
の
翳

風
光
る
牡
牛
の
如
く
昏
る
る
村

も
の
さ
し
の
娘
の
名
の
あ
り
て
浴
衣
縫
ふ

里
の
湯
や
田
植
終
え
た
る
顔
つ
ど
う

草
笛
や
小
さ
き
兵
隊
還
ら
ざ
る

ふ
だ
ん
着
で
客
迎
え
て
や
独
活
を
食
ぶ

夏
陰
な
く
球
追
う
少
年
声
高
し

長
き
人
生
身
を
休
ま
せ
る
夏
陰
に

那
須　

喜
美

瓜
生　

昭
枝

松
倉　

和
子

永
江　

栄
子

嶋
崎　

ミ
エ

笹
田　

冨
士
子

岡
澤　

チ
ズ
子

矢
沢　

ま
す
え

中
田　

治
子

宮
坂　

敬
子

清
水　

チ
ヨ

井
山　

一
文

尾
池　

真
沙
子

岩
田　

ふ
じ
え

石
澤　

清
宏

澤
田　

久
美
子

松
山　

蓉
子

小
林　

露
葉

青
野　

公
花

宮
坂　

紫
雲

秋
山　

深
雪

杉
山
ひ
ろ
の
り

徳
光　

吐
苦

杉
山　

り
つ

山
口　

佐
知
子

高
瀬　

順
子

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

クィーン（映画・ＤＶＤ）
エイべックス・エンターテイメント
1997年8月31日。チャールズ皇太子と
の離婚後、ダイアナ元皇太子妃がパパ
ラッチとの激しいカーチェイスの末、自
動車事故によって急逝した。世界を揺
るがせた事故直後の７日間を描いた究
極の“リアル･フィクションドラマ”。初め
て描かれたエリザベス女王の本当の

姿。そして、ダイアナとの確執の行方は？（104分）

みずたまレンズ　　
（絵本）
作：今森光彦／刊：福音館書店
雨がザーザー降ると、地面にはじけ
てつぶになります。そして、朝露や雨
にぬれた花や葉っぱには、キラキラと
丸いみずたまがいっぱい光っていま

す。そこにはいろんな物や風景が映ってとってもキレイ！ちいさな虫
になった気持ちでみずたまレンズをのぞいて見れば、普段見てい
る景色とは違う、新しい世界が広がります。

デジカメ上手になる
（一般書）
著：伊藤卓哉／刊：かんき出版
プロのような写真は、高価な一眼レフカメ
ラじゃないと無理？いいえ、普段使いの薄
型デジカメでも、撮影テクニックと裏ワザ
できれいな写真は撮れるんです！オートモ
ードで失敗する原因や、思い通りに撮れな

い、「露出」や「ホワイトバランス」などの機能を、どんな時に使えばい
いのかがわからないという撮影方法のギモンをいっきに解決！

写
真
甲
子
園
の
高
い
評
価
と
温
か
い
人
々
の
応
援

短
歌

俳
句

よ　
み　
じ

と　 

き
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「旭岳から裾合平までの縦走」

　〝ビュービュー〟と強い風が吹き抜けていきます。
すると今まで覆っていた雲が切れ、眼下には地獄谷
が顔を出し、遠くには姿見の池が見えます。後ろを
振り向けば、そこには登山道が果てしなく続いてい
ます。ここは、旭岳の山頂です。
　旭岳ロープウェイ姿見駅を出発し、登山道を歩い
てきました。旭岳山頂からは、裏旭の雪渓を一気に
駆け下り、間宮岳を経由し、中岳分岐、中岳温泉、
裾合平へと向かいます。途中、昼食をとるために、
裏旭から間宮岳の間で休憩し、おにぎりをいただき
ます。空を見上げると青い空がどこまでも広がって
います。

　

私
た
ち
医
師
は
、
タ
ン
パ
ク
尿
を
確
認
す

る
こ
と
で
腎
症
を
診
断
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
最
近
は
、
タ
ン
パ
ク
質
よ
り
小
さ
な
物

質
で
あ
る
「
ア
ル
ブ
ミ
ン
」
の
尿
中
排
せ
つ

を
測
定
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
早
期
の
段
階

で
腎
症
の
有
無
、
腎
機
能
悪
化
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
を
診
断
可
能
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
で
は
、
糖
尿
病
性
腎
症
の
治
療
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

血
糖
を
よ
り
正
常
に
近
づ
け
る
こ
と
、
そ

し
て
血
圧
も
正
常
化
さ
せ
る
こ
と
が
糖
尿
病

性
腎
症
の
発
症
予
防
に
重
要
で
す
。

　

で
は
、
尿
中
に
タ
ン
パ
ク
質
が
出
始
め
、

す
で
に
顕
性
化
し
て
し
ま
っ
た
腎
症
を
ど
う

治
療
す
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
食
事
の
タ
ン
パ
ク
制
限
と
、

よ
り
厳
密
な
血
圧
の
管
理
が
治
療
方
法
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ

の
進
行
を
有
効
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
降
圧
薬
の
一
つ
で
あ
る

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
阻
害
剤
（
Ａ

Ｃ
Ｅ
阻
害
剤
）
や
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
受

容
体
拮
抗
剤
（
Ａ
Ｒ
Ｂ
）
に
腎
症
の
発
症
、

進
展
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
度
踏
み
込
む
と
後
戻
り
は
で

き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
尿
タ
ン
パ
ク
陽

性
か
ら
末
期
腎
不
全
に
至
る
糖
尿
病
性
腎
症

病
期
の
進
行
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
病
期
の
改
善

に
成
功
す
る
症
例
が
最
近
報
告
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
一
部
の
症
例
で
、
糖

尿
病
性
腎
症
の
完
全
な
治
療
法
の
確
立
に
は

ま
だ
ま
だ
多
く
の
研
究
と
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

次
回
は
、
糖
尿
病
性
神
経
症
か
ら
糖
尿
病

本
体
の
治
療
へ
と
話
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。

 

（
町
立
診
療
所
副
所
長　

中
田
宏
志
医
師
）

　

今
回
は
「
糖
尿
病
性
腎
症
」
に
つ
い
て
、

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
号
で
、
糖
尿
病
性
腎
症
は
、
日
本
人

が
人
工
透
析
療
法
導
入
に
至
る
第
一
の
原
因

疾
患
で
あ
る
こ
と
、
糖
尿
病
患
者
の
重
要
な

死
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
少
し
触
れ
ま
し

た
。

　

私
た
ち
の
腎
臓
は
、
体
内
で
で
き
た
不
要

な
物
質
を
血
液
か
ら
ろ
過
し
、
尿
と
し
て
体

外
へ
排
せ
つ
す
る
重
要
な
臓
器
で
す
。

　

こ
の
働
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
腎
臓
の
中
に

約
１
５
０
万
個
ず
つ
あ
る
糸
球
体
と
い
う
組

織
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
は
、
高
血
糖
に
よ
っ
て
、

主
に
こ
の
糸
球
体
に
病
変
が
起
き
、
腎
全
体

と
し
て
の
機
能
低
下
か
ら
、
最
終
的
に
末
期

腎
不
全
に
至
る
病
態
で
す
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
の
進
展
に
つ
い
て
少
し
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
糸
球
体
の
変
化
は
、
糖
尿
病
の
発
症

に
伴
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
進
む
の
で
す
が
、
尿

所
見
・
腎
機
能
に
当
初
異
常
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

そ
の
数
年
か
ら
十
数
年
後
、
尿
中
に
タ
ン

パ
ク
質
が
排
せ
つ
さ
れ
始
め
ま
す
。
こ
の
時

期
を
「
腎
症
の
顕
性
化
」
と
呼
び
ま
す
。

　

そ
の
後
は
ほ
ぼ
直
線
的
に
腎
臓
の
働
き
が

低
下
し
て
い
き
、
腎
臓
の
働
き
が
極
度
に
落

ち
た
状
態
、
す
な
わ
ち
末
期
腎
不
全
期
に
至

り
ま
す
。

　

体
内
で
で
き
た
不
要
物
を
、
尿
と
し
て
体

外
に
排
せ
つ
で
き
な
く
な
っ
た
病
態
を
「
尿

毒
症
」
と
い
い
ま
す
。
人
工
透
析
に
よ
る
機

械
的
な
除
去
が
、
そ
の
唯
一
の
治
療
方
法
で

す
。

　

尿
毒
症
は
致
死
的
な
病
態
で
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
腎

機
能
の
悪
化
に
伴
い
（
腎
症
の
ス
テ
ー
ジ
が

進
む
ほ
ど
）
、
心
血
管
疾
患
発
症
の
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。

　　　　　　　　　　　　　雪解け後、利用者が多
　　　　　　　　　　　　くなる前に、登山道の現
　　　　　　　　　　　　地調査を行っています。
　　　　　　　　　　　　現地では、登山道の保護
　　　　　　　　　　　　ロープが切れたり、看板
　　　　　　　　　　　　の文字が消えていたり、
と過ぎ去った冬の厳しさを感じさせられます。
　近くでは、エゾシマリスが〝チョコチョコ〟と歩
き回っています。植物帯への進入を防止する保護ロ
ープ張りなどは、国立公園保護協会の監視員やパー
ク・ボランティアと協力して行います。裾合平から
姿見方面にかけては、登山道整備において、石組み
工法を採用し、流水による浸食などを防止するよう
にしているところです。多くの利用者が訪れる環境
をどのように保全していくかということも重要な課
題です。
　７月は、色鮮やかなお花が地面いっぱいに広がり
ます。ピンク色で下向きに咲く「エゾノツガザク
ラ」、白くかわいらしい「チングルマ」などを見る
ことができます。短い夏に愛らしく咲くお花は、心
を和ませてくれます。この時期にしか見ることがで
きない自然が、あなたの訪れを待っていますよ。

　文：環境省東川自然保護官事務所　田畑慎之介
　

生
活
習
慣
病
を
防
ご
う
⑥

大雪山の素顔

　
中
田
の「
健
康
に
ば
ん
ざ
い
」

Dr.

エゾノツガザクラ（中岳温泉付近）
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英語指導助手･アシュリー･ペトゥルッチさん離町インタビュー

見て、感じた２年間
　英語指導助手として東川町で２年間活躍したアシュリーさん
が、派遣期間を終えて８月初め、カナダに帰国します。この
町に住んで、見て感じたことはどんなことだったのでしょう
か。離町を前に、率直な思いをたずねてみました。
（聞き手：宮地晶子さん　収録日：６月６日、東川中学校で）

―日本に来る前はどんなことを期
待していましたか。実際にはどう
でしたか。
　「北海道に来てみると、道路標
識を見なければカナダかと思うく
らい風景が似ていて、これは安心
であると同時に少し残念でした。
実際に住んでみたら、近代的で驚
きました」。

―カナダと北海道の違いは何でし
ょう。
　「日本では人がとても礼儀正し
いです。驚いたのは、事務所に偉
い人が来たとき、みんなが立ち上
がってお辞儀することです。カナ
ダでは相手が教育長でも『ハー
イ！』とあいさつします。
　それに日本人のほうが控え目で
す。よく考えてから話をする印象
があります。カナダでは相手の気
持ちを考えずに話すようなところ
があります」。

―日本で特にびっくりしたことは
ありますか。
　「魚を骨まで食べることですね。
普通レストランでは切り身で出て
くる魚が、日本ではお頭つきで丸
ごとでてきて、びっくりしまし
た」。

―感動したこと
は？
　「とにかく人が
親切です。例えば
郵便局でおつりを
受け取るのを忘れ

た時、100円持って追い
かけてきてくれたのには
感動しました」。

―カナダに紹介したい日
本のいいところはありま
すか。
　「お互いに敬意を払う
ということでしょうか。
　非常に微妙なことです
が、日本に住んでいる２
年間にしみこんだような
気がします。
　カナダのトロントの祖
父母のところに３月に行
ったとき「よく考えてか
らものを言うようになっ
たね」と言われました。
どういう話し方が適切な
のか、ということを学び
ました」。

―日本人は率直に話さな
い、と言われることがあります。
これはいいことですか。
　「後先を考えずにすぐに言葉に
出してしまったり、率直さが足り
なさすぎても、両極端はいけない
ので、カナダと日本の真ん中くら
いがいいと思います」。

―最後にみなさんに何か伝えたい
ことはありますか。
　「カナダは異文化が共存するマ
ルチカルチャー社会です。常に違
う文化圏の人に接しています。だ
から他文化の人と話すとき、よそ
者と感じさせない話し方に慣れて

います。
日本の人ももっと外

から来た人に心を開いてほしい。
怖がらないで、話かけてほしい。
とても距離を感じます。
　何を話しかけていいのかわから
ないのだと思いますが『箸（はし）
は使えますか』と聞くより『最近、
何か面白い映画見た？』と聞いて
ほしい」。

―「箸、納豆、刺身」の類の質問
ですね。
　「そういう質問は会話の糸口に
なりますが、もし日本の人が『フ
ォークは使えますか』と聞かれた
ら嫌でしょう。それより普通のこ
とをもっと話しかけてほしいで
す」。

―どうもありがとうございました。
２年間ご苦労様でした。
（後書き・アシュリーさんは離日後、
東南アジアの国々をしばらく旅行す
るということです）

「
適
切
な
話
し
方
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
適
切
な
話
し
方
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
適
切
な
話
し
方
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
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集
落
を
「
一
定
の
土
地
に
数
戸
以
上

の
社
会
的
ま
と
ま
り
が
形
成
さ
れ
た
、

住
民
生
活
の
基
本
的
な
地
域
単
位
」
と

す
る
調
査
で
は
、
「
ど
の
範
囲
を
一
つ

の
集
落
と
見
な
す
か
」
は
各
市
町
村
の

判
断
に
任
せ
た
の
で
、

　

町
内
会
単
位

　

小
学
校
区
単
位

と
い
う
よ
う
な
「
バ
ラ
ツ
キ
」
が
あ
っ

て
、
大
ま
か
な
傾
向
・
動
向
・
方
向
し

か
つ
か
め
な
い
と
し
て
も
、
何
よ
り
も

「
過
疎
対
策
」
を
最
優
先
し
な
い
と
、

　

古
里
の
呼
び
方
（
道
新
う
そ
ク
ラ
ブ
）

　

昔‐

長
寿
村

　

今‐

限
界
集
落
（
札
幌
・
冬
扇
）

と
な
る
だ
け…

。

　

過
密
の
中
央
部
に
あ
っ
て
も
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
三
し
き
、
つ
ま
り
、

　

自
治
知
識

　

自
治
意
識　

の
自
発
と
自
主
と
自
立

　

自
治
組
織

を
目
指
す
た
め
の
、
地
域
の
活
性
化
、

地
域
づ
く
り
の
推
進
、
生
涯
学
習
の
推

進
に
取
り
組
む
「
町
の
風
」
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

　　　
（
前
）中
央
分
館
長

　
　
　

尾　

池　

隆　

男

　

移
植
の
水
稲
が
株
間
を
せ
ば
め
、
草

木
の
青
葉
若
葉
が
深
緑
の
空
間
を
ひ
ろ

げ
る
七
月
の
町
は
緑
風
さ
わ
や
か
で
あ

る
。

　

が
、
然
し
、
あ
ち
こ
ち
の
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
「
限
界
集
落
」
と
い
う
言
葉
が

乱
れ
飛
ん
で
い
る
昨
今
に
あ
っ
て
は

「
ざ
わ
め
き
風
」
が
浸
み
込
ん
で
く
る

日
々
な
の
で
は…

。

　

限
界
集
落
と
は…

最
初
に
提
唱
し
た

大
野
晃
高
知
大
学
名
誉
教
授
の
限
界
集

落
と
は

　

過
疎
と
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

　
　

集
落
の
自
治
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

　
　
　

機
能
が
極
度
に
低
下
し
、

　
　
　
　

共
同
体
の
機
能
が
限
界
に
達

　
　
　
　
　

し
た
集
落
で
、
65
歳
以
上

　
　
　
　
　
　

で
50
％
以
上
の
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　

が
占
め
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

限
界
集
落
の
実
態…

国
土
交
通
省
の

調
査
（
06
年
４
月
）
で
は
、
全
国
に
七

八
七
三
の
う
ち
、
二
六
四
一
集
落
が
消

滅
の
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
、
道
内
（
08

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
限
界
集
落

町の風

雑
記
抄

里
が
失
わ
れ
る
事
態
で
あ
る
と
い
う
。

　

手
を
拱
い
て
い
て
は
道
内
の
九
割
の

市
町
村
で
人
口
流
出
が
増
大
す
る
だ
け

と
も
。
早
急
な
対
策
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
か
ら
、

　

行
政
区
再
編

　

広
域
行
政　
　

の
適
正
な
規
模
と
運

　

支
庁
再
編

用
等
々
に
つ
い
て
の
「
決
め
細
か
い
対

策
」
で
地
域
の
声
を
映
し
出
す
た
め
に
、

加
速
化
の
限
界
集
落
を
ス
ト
ッ

プ
す
る
「
地
域
づ
く
り
」

が
展
開
さ
れ
な
け
れ

ば…

。

　

か
つ
て
、
木
村

尚
三
郎
東
大
名

誉
教
授
は
「
若

者
・
余
所
者
・
旅

の
者
を
だ
い
じ
に

す
る
の
が
真
の
町
づ

く
り
・
人
づ
く
り
の
基

本
で
あ
る
」
と
進
言
さ
れ

た
。
こ
れ
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
渡
島
管
内
の
福
島
町
千
軒
地

区
で
は
「
百
二
十
人
だ
か
ら
で
き
る
地

域
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
「
千
軒
そ

ば
」
と
「
殿
様
街
道
探
訪
ウ
ォ
ー
ク
」

を
つ
く
り
出
し
た
と
い
う
。
正
に
「
逆

境
を
は
ね
返
す
地
域
ぐ
る
み
」
の
活
動

で
あ
る
。

　
年
５
月
）
で
は
、
五
七
十
か
所
（
全
集

落
の
９
％
）
で
、
住
民
の
半
数
以
上
が

55
歳
以
上
の
「
十
年
後
の
限
界
集
落
」

は
そ
の
四
倍
、
全
体
の
三
分
の
一
を
超

え
て
い
る
と
さ
れ
、
道
内
の
場

合
は
二
年
前
の
国
の
調
査

よ
り
二
百
カ
所
も
一

気
に
増
え
た
と
い

う
か
ら
驚
き
で
は

あ
る
。

　

子
供
や
若
者

が
減
り
、
伝
統
文

化
が
途
絶
え
た
り
、

山
林
の
管
理
が
困
難

と
な
っ
て
水
害
が
増
加

し
た
り
、
医
療
や
福
祉
、

教
育
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
公
的
サ
ー

ビ
ス
も
低
下
し
た
り
、
除
排
雪
や
買
い

物
な
ど
日
々
の
暮
ら
し
に
も
不
便
を
強

い
ら
れ
た
り
し
て
、
住
み
づ
ら
い
不
安

な
集
落
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

再
生
策
と
支
援…

限
界
集
落
を
抱
え

る
市
町
村
は
百
六
十
カ
所
の
消
滅
と
い

う
予
測
を
し
て
い
る
。
百
を
超
え
る
古

「
適
切
な
話
し
方
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
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東
川
町
子
育
て
世
帯
向
け
　
住
宅
事
業
が
始
ま
り
ま
す

東
川
町
子
育
て
世
帯
向
け
　
住
宅
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
が

育
て
世
帯
向
け
用
の
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）
を

申
し
込
み
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
入
居
開
始
は
１
０
月
上
旬
を
予
定

健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
子

整
備
し
ま
す
。７
月
１
日
か
ら
申
込
書
の
配
布
を
行
い
、８
月
１
日
か
ら

し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
が

育
て
世
帯
向
け
用
の
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）
を

申
し
込
み
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
入
居
開
始
は
１
０
月
上
旬
を
予
定

健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
子

整
備
し
ま
す
。７
月
１
日
か
ら
申
込
書
の
配
布
を
行
い
、８
月
１
日
か
ら

し
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
事
業
の
内
容

入
居
者
資
格

入
居
期
限
の
設
定

入
居
決
定
時
の
確
認

入
居
期
限
の
延
長

入
居
者
の
選
考

景
観
保
全

　
入
居
の
申
し
込
み
時
点
で
次
に
揚
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
の
人
数
が
４
人
以
上
い
る
こ
と

②
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
こ
と

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
の
合
計
所
得
が
月
額
15
万
8千
円
以
上
48
万
7千
円
以
内
で
あ
る
こ
と

　
こ
の
住
宅
は
子
育
て
世
帯
を
継
続
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
住
宅
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
た
め
、

入
居
さ
れ
る
方
に
は
、
一
定
の
期
限
（
入
居
期
限
）
を
設
け
て
い
ま
す
。
入
居
期
限
は
、
小
学
校

就
学
前
の
子
ど
も
（
該
当
す
る
子
供
が
２
人
以
上
の
場
合
は
、
も
っ
と
も
年
齢
の
低
い
子
）
が
1
8

歳
に
な
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
（
3月
31
日
）
ま
で
と
し
、
そ
の
期
限
ま
で
に
退
去
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
入
居
期
限
の
６
カ
月
前
ま
で
に
、
入
居
者
の
方
に
期
限
到
来
の
通
知
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
入
居
期
限
の
到
来
前
で
も
、
1
8
歳
未
満
の
方
が
同
居
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

入
居
期
限
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
へ
入
居
が
決
定
し
た
方
に
、
住
宅
が
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
で
あ
る
こ

と
や
入
居
期
限
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
入
居
の
前
に
必
ず
説
明
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
、

入
居
決
定
し
た
方
か
ら
こ
の
説
明
を
受
け
た
、
と
い
う
こ
と
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
入
居
後
、
出
産
等
に
よ
り
同
居
す
る
子
ど
も
が
増
え
た
場
合
に
は
、
す
で
に
設
定
し
て
い
る
入

居
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
場
合
、
期
限
延
長
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
者
が
募
集
し
た
戸
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
は
、
従
来
の
集
合
型
住
宅
で
は
な
く
一
戸
建
て
住
宅
と
な
り
ま
す
。
入

居
す
る
方
に
は
、
よ
り
良
い
住
宅
環
境
を
維
持
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
協
定
（
景
観
協
定
）
を
結

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
居
者
負
担
額

　
入
居
者
の
所
得
に
応
じ
、
入
居
者
負
担
額
を
月
々
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
（
入
居
者
の
所
得
申

告
が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
）

入
居
者
世
帯
の
月
額
所
得

15
8,
00
0円
以
上
32
2,
00
0円
以
下

32
2,
00
1円
以
上
44
5,
00
0円
以
下

44
5,
00
1円
以
上
48
7,
00
0円
以
下

入
居
者
負
担
額

51
,3
00
円

58
,9
00
円

67
,8
00
円

建
築
年
・
構
造

場
　　
所

西
町
５
丁
目
６
番

間
取
り
・
戸
数

・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
8
9
.7
㎡
）

・３
戸

・
平
成
2
0
年

・
木
造
平
屋
建
て

（
オ
ー
ル
電
化
住
宅
）

（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
）

そ
　　
の
　　
他

①
申
込
書
配
布

②
申
込
書
受
け
付
け

③
入
居
決
定

④
入
居
開
始

７
月
１
日（
火
）～

８
月
１
日（
金
）～
８
月
22
日（
金
）

８
月
下
旬（
予
定
）

１０
月
上
旬（
予
定
）

※
申
込
書
配
布
場
所
～
税
務
課
収
納
室（
役
場
庁
舎
１
階
４
番
窓
口
）

※
申
込
書
受
け
付
け
場
所
～
税
務
課
収
納
室（
役
場
庁
舎
１
階
４
番
窓
口
）

※
申
し
込
み
者
多
数
の
場
合
、公
開
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す（
開
催
日
未
定
）

※
検
査
等
に
よ
り
、多
少
入
居
開
始
日
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
居
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
入
居
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

家
賃
（
入
居
者
負
担
額
）
の
３
カ
月
分
に
相
当
す
る
金
額

入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
所
得
金
額
が
あ
る
方
２
人

そ
の

他

敷
金

連
帯
保
証
人

※
昨
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
書
類
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
と
、
入
居
者
資
格
（
所
得
の
要
件
）
の
適
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
従
来
の
家
族
向
け
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
異
な
り
、
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
こ
と
を

考
え
た
一
戸
建
て
賃
貸
住
宅
で
す
。
こ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
の
概
要

現
在
建
築
中
の
住
宅
は
、
道
産
材
を
使
用
し
た
庭
付
き
一
戸
建
て
住
宅
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
日
程（
予
定
）

※
家
賃
の
ほ
か
に
電
気
暖
房
機
、
給
湯

　
器
関
係
の
リ
ー
ス
料
（
月
額
6
,0
0
0
円

　
程
度
）
が
別
途
必
要
で
す
。

※
物
置
付
き
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
有
り

お
問
い
合
わ
せ
／
役
場
税
務
課
収
納
室
　
☎
82
-2
11
1（
内
線
12
1・
12
2）

17
16

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
00

8 
Ju

ly
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
00

8 
Ju

ly



大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
２０
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
２０
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
２０
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

　
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
広
域
連
合
議
会
で
大
雪
地
区
広
域
連
合
の
平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
ま
り

ま
し
た
。
医
療
制
度
改
革
に
伴
っ
て
、
新
た
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
」
が
加
わ
っ
た
ほ
か
、
納
付
方
法

と
し
て
「
特
別
徴
収
(年
金
天
引
き
)」
が
始
ま
る
な
ど
、
仕
組
み
が
変
わ
り
、
医
療
費
の
進
ち
ょ
く
率
、
所
得

状
況
等
を
十
分
に
考
慮
、
検
討
し
た
結
果
、
下
記
の
保
険
料
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
加
入

者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
料
計
算
の
主
な
改
正
点
】

　
医
療
制
度
改
革
に
伴
い
、
平
成
20
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

▶
医
療
分
、
介
護
分
の
他
に
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
分
が
加
わ
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
の
医
療
分
、
介
護
分
の
ほ
か
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
必
要
な
費
用
（
総
医
療
費
か
ら
利
用
者
負
担
を
除
い
た
も

の
）
の
一
部
を
、
74
歳
以
下
の
す
べ
て
の
医
療
被
保
険
者
が
「
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
」
と
し
て
負
担
し
ま
す
。

▶
保
険
料
の
特
別
徴
収
(年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納
付
)が
始
ま
り
ま
す

次
の
ア
～
ウ
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
は
、
10
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
な
り
ま
す
。

　
ア
．
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

　
イ
．
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
全
員
65
歳
以
上
74
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

　
ウ
．
特
別
徴
収
と
な
る
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
年
間
合
計
金
額
が
、
年
金
年

　
　
　
額
の
1／
2以
下
で
あ
る
こ
と

▶
医
療
制
度
改
革
に
よ
る
制
度
施
行
に
伴
う
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
負
担
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
激
変
緩
和
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
世
帯
員
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
、
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
者
が
１
人

　
の
場
合
、
世
帯
に
賦
課
さ
れ
る
「
平
等
割
」
が
５
年
間
半
額
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
世
帯
員
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
場
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
前
よ
り
保
険
料

　
の
７
割
、
ま
た
は
５
割
、
ま
た
は
２
割
の
軽
減
を
受
け
て
い
た
世
帯
は
、
世
帯
員
構
成
や
年
間
収
入
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
今
ま

　
で
と
同
じ
軽
減
を
５
年
間
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
社
会
保
険
等
の
加
入
者
本
人
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
、
そ
の
被
扶
養
者
（
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
）
だ
っ
た
方
が
、
国

　
民
健
康
保
険
へ
加
入
す
る
場
合
、
所
得
及
び
固
定
資
産
に
対
す
る
保
険
料
が
２
年
間
免
除
に
な
り
、
１
人
当
た
り
に
賦
課
さ
れ
る

「
均
等
割
」
が
半
額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
す
る
こ
と
で
被
保
険
者
が
１
人
だ
け
に
な
っ
た
場
合
、
世
帯
に
賦

　
課
さ
れ
る
「
平
等
割
」
が
半
額
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　 【
介
護
保
険
料
】

▶
保
険
料
率
な
ど

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
介
護
給
付
費
な
ど
の
費
用
は
、
利
用
者
負
担
（
１
割
）
を
除
い
た
費
用
の
50
%
を
公
費
（
国
・
道
37
・

5%
、
広
域
連
合
12
・
5%
）
で
賄
い
、
残
り
50
%
に
つ
い
て
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険
料
（
19
%
）
、
第
２
号
被
保
険

者
（
40
－
64
歳
）
の
保
険
料
（
31
%
）
で
賄
い
ま
す
。

　
上
記
の
第
１
号
被
保
険
者
介
護
保
険
料
は
、
今
後
の
要
介
護
認
定
者
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
状
況
の
変
化
に
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
広
域
連
合
を
構
成
す
る
関
係
町
の
高
齢
者
の
現
状
と
将
来
推
計
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
見
込
み
を
行
い
、
第

１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
（
第
４
段
階
）
を
年
額
52
,0
00
円
（
月
額
換
算
4,
33
3円
）
と
し
て
い
ま
す
。

▶
保
険
料
の
区
分

　
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険
料
は
、
第
１
号
被
保
険
者
本
人
の
住
民
税
課
税
、
所
得
状
況
、
被
保
険
者
の
属
す
る
世

帯
の
住
民
税
課
税
状
況
（
当
該
年
度
の
４
月
１
日
時
点
）
に
応
じ
て
次
の
と
お
り
６
段
階
に
区
分
し
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
）保
険

料
の
納
付
通
知
書
送
付
に
つ
い
て
】

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医
療
制
度
）
の
平

成
20
年
度
保
険
料
額
を
決
定
し
ま
し
た
。
大
雪

地
区
広
域
連
合
で
は
、
７
月
中
旬
ご
ろ
に
窓
口

で
納
付
及
び
口
座
振
り
替
え
（
普
通
徴
収
）
さ

れ
る
方
を
対
象
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
、
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
納
付
（
特
別
徴
収
）
対

象
の
方
は
、
８
月
中
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
、

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
の
送
付
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

大
雪
地
区
広
域
連
合
事
務
局
国
民
健
康
保
険
対
策
室
、介
護
保
険
対
策
室
 ☎
82
-2
11
1（
内
線
56
2、
56
4）

役
場
住
民
福
祉
課
住
民
室
 ☎
82
-2
11
1（
内
線
12
3）

▲

保
険
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
（
下
線
部
分
が
本
年
度
の
改
正
点
）

所
得
割
（
％
）

Ｈ
20
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
　
（
　
）
は
前
年
度

賦
課
限
度
額
（
円
）

２
割
軽
減
額

５
割
軽
減
額

７
割
軽
減
額

（
※
３
）

２
割
軽
減
額

５
割
軽
減
額

７
割
軽
減
額

（
※
３
）

平
等
割

（
１
世
帯
当
た
り
、
円
）

均
等
割

（
１
人
当
た
り
、
円
）

資
産
割
（
％
）

医
療
分

47
0,

00
0

24
,0

00

15
,0

00

9,
00

0

30
,0

00

15
,2

00

9,
50

0

5,
70

0

19
,0

00

20
.05.
2

(5
60

,0
00

)

(3
1,

20
0)

(1
9,

50
0)

(1
1,

70
0)

(3
9,

00
0)

(2
0,

80
0)

(1
3,

00
0)

( 7
,8

00
)

(2
6,

00
0)

(4
0.

0)

(8
.0

)

支
援
金
分
（
※
１
）

1.
7

8.
0

6,
20

0

1,
86

0

3,
10

0

4,
96

0

9,
00

0

2,
70

0

4,
50

0

7,
20

0

12
0,

00
0

(－
)

( －
)

( －
)

(－
)

( －
)

( －
)

(－
)

(－
)

( －
)

( －
)

( －
)

介
護
分
（
※
２
）

1.
5

4.
5

8,
00

0

2,
40

0

4,
00

0

6,
40

0

8,
00

0

2,
40

0

4,
00

0

6,
40

0

90
,0

00

(1
.5

)

(7
.4

)

(9
,0

00
)

(2
,7

00
)

(4
,5

00
)

(7
,2

00
)

(9
,0

00
)

(2
,7

00
)

(4
,5

00
)

(7
,2

00
)

(9
0,

00
0)

74
歳
以
下
の
人
が
納
め
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医
療
制
度
）
に
必
要
な
総
医
療
費
の
一
部
を
負

担
す
る
た
め
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
」
で
す
。

40
歳
～

64
歳
の
人
（
介
護
保
険
の
第
２
号
被
保
険
者
）
が
納
め
る
介
護
保
険
料
相
当
分
で
す
。

65
歳
以

上
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険
料
は
、
国
民
健
康
保
険
料
と
は
別
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
料
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

前
年
所
得
が
一
定
の
額
に
満
た
な
い
世
帯
は
、
均
等
割
と
平
等
割
の
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
軽
減
額
を
差
し
引

き
、
７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
※
１
）

（
※
２
）

（
※
３
）

▲

保
険
料
の
納
期
限

　
国
民
健
康
保
険
料

(普
通
徴
収

)、
介
護
保
険
料

(普
通
徴
収

)及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
の
納
期
限
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
が
徴
収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

□
お
問
い
合
わ
せ
は
大
雪
地
区
広
域
連
合
国
民
健
康
保
険
対
策
室
、
介
護

　
保
険
対
策
室
☎

82
－

21
11
（
内
線

56
2・

56
4）

　
納
付
相
談
は
、
役
場
税
務
課
収
納
室
☎

82
－

21
11
（
内
線

12
1）

【
保
険
料
納
期
限
】

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

第
５
期

第
６
期

第
７
期

7月
31
日
（
木
）

9月
1日
（
月
）

9月
30
日
（
火
）

10
月

31
日
（
金
）

12
月

1日
（
月
）

12
月

29
日
（
月
）

平
成

21
年

2月
2日
（
月
）

保
険
料
区
分

第
１
段
階

第
２
段
階

第
３
段
階

第
４
段
階

（
基
準
額
）

第
５
段
階

第
６
段
階

対
　
　
　
象
　
　
　
者

生
活
保
護
の
受
給
者
お
よ
び
世
帯
全
員

が
住
民
税
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金
の

受
給
者

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
［
前

年
の
合
計
所
得
金
額
＋
課
税
年
金
収
入

額
］
が

80
万
円
以
下

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
っ
て
、

保
険
料
段
階
が
第
２
段
階
以
外

世
帯
は
住
民
税
課
税
で
あ
る
が
、
本
人

は
住
民
税
非
課
税

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が

20
0万
円
未
満

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が

20
0万
円
以
上

算
定
方
法

基
準
額
×

0.
5

基
準
額
×

0.
5

基
準
額
×

0.
75

基
準
額

基
準
額
×

1.
25

基
準
額
×

1.
5

保
険
料
額

（
年
額
、
円
）

26
,0

00

26
,0

00

39
,0

00

52
,0

00

65
,0

00

78
,0

00

19
18

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
00

8 
Ju

ly
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
00

8 
Ju

ly



く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

■
東
川
町
役
場
　　
　　

■
改
善
セ
ン
タ
ー（
公
民
館
）

■
文
化
交
流
館

■
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
B&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
町
立
診
療
所

■
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

■
道
草
館
　　
　　

82
－
21
11

82
－
32
00

82
－
42
45

82
－
47
00

82
－
46
00

82
－
21
01

83
－
01
19

68
－
47
77

くら
し ・

ネ
ット
ワ
ー
ク

｝

　 　 　 　
　 歳 34
歳

90
歳

69
歳

95
歳

86
歳

71
歳

89
歳

60
歳

88
歳

50
歳

　 父 克
守

渉
介

秀
明

明
俊

7
月
の
行
事

人
の
う
ご
き

（
5
月
1
6
日
～
6
月
1
5
日
、敬
称
略
）

　 　 　 　 （
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

（
前
月
比
＋

　 　 　

7
,8
0
1
人

3
,7
1
2
人

4
,0
8
9
人

3
,1
7
2
戸
8
人
8
人

2
7
人

1
1
人

　 　 　

1
6
人
）

7
人
）

9
人
）

9
戸
）

お
誕
生

生
ま
れ
た
子

竹
中
　
優
晴

菅
原
　
柚
月

佐
々
木
琉
華

高
橋
　
一
成

お
く
や
み

庄
内
　
裕
亮

　
田
　
　
正

阪
上
　
末
子

藤
井
　
芳
雄

中
　
　
重
吉

吉
野
　
辰
子

長
　
　
ウ
メ

佐
　
　
貴
美
子

合
田
　
政
義

熊
谷
　
和
子

ご
結
婚

河
野
　
正
和

熊
谷
　
由
紀
恵

人
口
・
世
帯
数
　
5月
末
日
現
在

人
　
口
／

　
男
　
／

　
女
　
／

世
帯
数
／

出
　
生
／

死
　
亡
／

転
　
入
／

転
　
出
／

　 行
政
区

11
区

17
区
西
町

17
区
西
町

17
区

行
政
区

北
町
3丁
目

12
区

2東
区

7南
区

22
区

西
区
西
町
3丁
目

11
区

12
区

29
区

行
政
区

北
町
3丁
目

　 母

さ
と
み

涼
子

友
美

や
す
子

　 　 　 　 届
出
人

庄
内
　
有
美

　
田
　
セ
ツ
ヱ

阪
上
　
壽
雄

藤
井
　
ハ
ル
ヨ

中
　
　
サ
ツ
子

吉
野
　
和
夫

稲
場
　
彰

佐
　
　
五
十
夫

合
田
　
忠

熊
谷
　
輝
夫

　
　 前 年 所 得 を 基 に そ れ ぞ れ 判 定 基

準 が あ り 、 審 査 さ れ ま す 。

　 決 定 後 は 、 段 階 別 の 保 険 料 を 納

付 す る こ と に な り ま す 。 納 付 し な

か っ た 場 合 「 未 納 期 間 」 と な り 、

資 格 期 間 や 年 金 額 に 反 映 さ れ ま せ

ん 。 必 ず 保 険 料 を 納 め て く だ さ い

（ ※ 「 申 請 者 、 申 請 者 の 配 偶 者 、

世 帯 主 」 の 前 年 所 得 に よ っ て 全 額

免 除 、 ま た は 一 部 免 除 が 判 定 さ れ

ま す ） 。

▼ 若 年 者 納 付 猶 予 　 一 定 以 上 の 所

得 の あ る 世 帯 主 と 同 居 し て い る 2
0

歳 代 の 申 請 者 本 人 及 び 配 偶 者 の み

の 前 年 所 得 を 基 に 審 査 が 行 わ れ ま

す 。
▼ 失 業 に よ る 特 例 免 除 　 申 請 す る

年 度 ま た は 前 年 度 に 失 業 （ 退 職 ）

し て い た 場 合 。

　 申 請 時 は 、 雇 用 保 険 受 給 者 証 、

ま た は 雇 用 保 険 被 保 険 者 離 職 票 が

　
　 そ の 間 の 保 険 料 納 付 額 は 少 な く

な っ て い ま す の で 、 将 来 受 け 取 る

年 金 額 は 、 全 額 納 付 の 方 と 比 べ て

少 な く な り ま す 。 し か し 受 給 資 格

者 期 間 を 満 た さ ず ま っ た く 年 金 を

受 け 取 れ な く な る 事 態 を 避 け る こ

と が で き ま す 。

　 将 来 の 国 民 年 金 受 給 額 を 少 し で

も 増 や す た め に は 、 該 当 と な っ た

1
0 年 以 内 の 免 除 期 間 の 保 険 料 を 、

さ か の ぼ っ て 収 め る こ と が で き ま

す 。

　 免 除 承 認 期 間 は ７ 月 か ら 翌 年 ６

月 ま で で す 。

▼ 全 額 免 除 　 免 除 期 間 は 年 金 額 を

算 出 す る 際 の 資 格 期 間 に 計 算 さ れ

ま す が 、 全 額 納 付 し た と き に 比 べ 、

年 金 額 が ３ 分 の １ に な り ま す 。

▼ 一 部 免 除 （ 一 部 納 付 ） 　 「 ４ 分

の １ 納 付 」 「 ２ 分 の １ 納 付 」 「 ４

分 の ３ 納 付 」 と ３ 段 階 あ り ま す 。

 住 民 福 祉 課 か ら

ご 存 知 で す か ？ 国 民 年 金 の 保 険

料 免 除 ・ 納 付 猶 予 制 度

　 国 民 年 金 制 度 で は 、 何 ら か の 経

済 的 理 由 で 毎 月 の 保 険 料 納 付 が 困

難 な 場 合 、 申 請 に よ っ て 保 険 料 納

付 が 免 除 、 ま た は 猶 予 と な る 「 保

険 料 免 除 」 「 若 年 者 納 付 猶 予 」 制

度 が あ り ま す 。

　 国 民 年 金 加 入 者 が 保 険 料 を 未 納

の 状 態 の ま ま で 万 一 、 死 亡 ま た は

障 害 を 負 う こ と に な っ た 場 合 、 ご

家 族 、 ま た は 本 人 が 遺 族 基 礎 年 金 、

障 害 基 礎 年 金 を 受 け ら れ な い 場 合

が あ り ま す 。 忘 れ ず に 保 険 料 の 免

除 、 納 付 猶 予 申 請 を し ま し ょ う 。

　 免 除 、 ま た は 納 付 猶 予 の 手 続 き

を し た 場 合 、 そ の 期 間 は 国 民 年 金

の 受 給 資 格 者 期 間 （ ３ ０ ０ 月 （ 2
5

年 間 ） 以 上 ） と し て 計 算 さ れ ま す 。

　
必 要 で す （ ※ 申 請 者 以 外 の 「 申 請

者 の 配 偶 者 、 世 帯 主 」 の 前 年 所 得

に よ っ て 該 当 段 階 が 判 定 さ れ ま

す ） 。

　 本 年 度 の 申 請 は 、 印 鑑 を ご 持 参

の う え 、 役 場 １ 階 １ 番 窓 口 ま で 。

お 問 い 合 わ せ は 住 民 室 ☎ 8
2 | ２ １

１ １ （ 内 線 １ ２ ３ ）

「 栄 養 教 室 」 で 食 事 か ら 健 康 に

　 食 事 の 不 適 切 な 摂 取 、 運 動 不 足

な ど か ら 起 き る 生 活 習 慣 病 が 年 々

増 加 し て い ま す 。 「 自 分 の 健 康 は

自 分 で 守 る 」 を 柱 に 、 健 康 の 大 切

さ を 考 え ま し ょ う 。 身 近 な 材 料 を

使 っ て 、 調 理 実 習 を し ま す 。 バ ラ

ン ス 、 味 付 け な ど を 確 か め 、 食 事

の 見 直 し と 健 康 を 考 え て み ま し よ

う （ 希 望 す る 方 は 食 生 活 改 善 推 進

員 と な る 単 位 を 取 る こ と が で き ま

す ） 。

（ 同 2
0 ） 年 に 専 門 学 校 ま た は 短 期

　 大 学 を 卒 業 さ れ た 方 及 び ２ ０ ０

　 ９ （ 同 2
1 ） 年 ３ 月 に 卒 業 見 込 み

　 の 方 ② 大 学 卒 ＝ ２ ０ ０ ７ （ 同 　

　 1
9 ） 年 、 ２ ０ ０ ８ （ 同 2
0 ） 年 に

　 大 学 を 卒 業 さ れ た 方 及 び ２ ０ ０

　 ９ （ 同 2
1 ） 年 ３ 月 に 大 学 卒 業 見

　 込 み の 方 。

受 付 期 間 　 ７ 月 ７ 日 （ 月 ） か ら ８

　 月 ８ 日 （ 金 ）

試 験 日 　 ９ 月 2
1 日 （ 日 ）

試 験 会 場 　 旭 川 大 学

上 川 管 内 統 一 試 験 と し て 次 の 要 領

で 行 い ま す 。 応 募 希 望 者 は 内 容 を

確 認 の う え 、 企 画 総 務 課 ま で お 申

し 込 み く だ さ い 。

募 集 職 種 　 一 般 職 員 （ 男 女 と も 学

　 歴 不 問 ）

受 験 資 格 　 ① 高 等 学 校 卒 ＝ １ ９ ８

　 ８ （ 昭 和 6
3 ） 年 ４ 月 ２ 日 か ら １

　 ９ ９ １ （ 平 成 ３ ） 年 ４ 月 １ 日 ま

　 で に 生 ま れ た 方 で 、 高 等 学 校 卒

　 業 程 度 の 学 力 を 有 す る 方 、 ２ ０

　 ０ ７ （ 平 成 1
9 ） 年 、 ２ ０ ０ ８

　 角 巾 （ ※ 食 材 料 の 一 部 と し て １

　 ０ ０ 円 自 己 負 担 ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 保 健 指

　 導 室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ５ ０

　 ４ ）

町 民 公 開 講 座 「 タ ク ラ マ カ ン 砂

漠 探 検 」 へ の ご 案 内

　 Ｎ Ｈ Ｋ テ レ ビ 番 組 「 Ｎ Ｈ Ｋ ス ペ

シ ャ ル 」 で 放 映 さ れ た タ ク ラ マ カ

ン 砂 漠 探 検 （ 平 成 1
6 年 ） の 当 時 の

探 検 隊 長 、 坂 東 招 造 氏 （ 東 京 都 内

在 住 ） を 招 い て 、 東 川 町 高 齢 者 学

級 の 町 民 公 開 講 座 を 開 き ま す 。

　 Ｎ Ｈ Ｋ 取 材 当 時 の 映 像 や 写 真 な

ど を 使 っ て 、 当 時 の 探 検 の 様 子 や 、

高 齢 に な っ て も チ ャ レ ン ジ し 続 け

る 坂 東 さ ん の 生 き 方 な ど を お 話 い

た だ く 予 定 で す 。

　 ど な た で も 受 講 で き ま す 。 ぜ ひ

ご 参 加 く だ さ い 。

日 時 　 ７ 月 2
5 日 （ 金 ） 午 後 １ 時 1
5

　 分 か ら

場 所 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

入 場 　 無 料

お 問 い 合 わ せ 　 高 齢 者 障 が い 者 支

　 援 室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ５ ０

６ ）

 企 画 総 務 課 か ら

平 成 2
1
年 度 町 職 員 （ 一 般 職 員 ）

の 募 集

　 平 成 2
1 年 度 東 川 町 職 員 の 募 集 は 、

申 込 書 　 ７ 月 ７ 日 （ 月 ） か ら 、 上

　 川 管 内 す べ て の 町 村 役 場 及 び 各

　 町 村 に 所 在 す る 消 防 署 支 署 、 管

　 内 町 村 会 事 務 局 で 配 布 。

申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ 　 総 務 室

　 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ２ ２ ３ ）

平 成 2
1
年 度 上 川 支 庁 管 内 町 村 職

員 の 採 用 資 格 試 験 説 明 会 の 開 催

　 ９ 月 2
1 日 （ 日 ） に 実 施 予 定 の 平

成 2
1 年 度 町 村 職 員 採 用 資 格 試 験 の

説 明 会 を 次 の と お り 開 催 し ま す 。

「
幼
児
の
歯
科
検
診・
フッ
素
塗
布
事
業
」の
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課

小
学６
年
生
二
種
混
合
予
防
接
種の
お知
らせ

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
保
健
指
導
室
  ☎
82
－
21
11
（
内
線
50
3）

日 時 　 ７ 月 1
2 日 （ 土 ）  午 後 ２ 時

　 か ら

場 所 　 旭 川 市 勤 労 者 福 祉 会 館  大

　 会 議 室 （ 旭 川 市 ６ 条 通 ４ 丁 目 ）

　 ☎ 2
6 | １ ３ ０ ４

対 象 　 町 村 役 場 の 仕 事 に 興 味 の あ

　 る 方 （ な る べ く 受 験 資 格 保 有 　

　 者 ） 、 及 び 学 校 関 係 者 等

対 象 　 町 民 の 方 は ど な た で も

日 時 　 ７ 月 1
8 日 （ 金 曜 日 ） 午 前 1
0

　 時 〜 午 後 １ 時 ご ろ ま で

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 講 話 「 食 生 活 チ ェ ッ ク 　 パ

　 ー ト ４ 」 、 調 理 実 習 ・ 試 食 （ 希

　 望 者 は 体 脂 肪 測 定 ）

持 ち 物 　 筆 記 道 具 ・ エ プ ロ ン ・ 三

　

　
お
子
さ
ん
の
歯
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か
？
　
町
で
は
、
歯
科
検
診
と
フ

ッ
素
塗
布
事
業
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
町
内
の
歯
科
医
院
で
予

約
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
に
対
し
て
町
か
ら
１
人
１
回
に
つ
き
50
0円
を

補
助
し
ま
す
（
補
助
は
年
２
回
ま
で
）
。

移
動
献
血
車
の
来
町

移
動
献
血
車
が
来
町
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
乳
幼

児
期
に
三
種
混
合
予
防
接
種
で
得
た
免
疫
の
低
下
を
防
ぎ
、
免
疫
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
保
健
指
導
室
☎
8
2－
2
11
1

（
内
線
50
5）

受
診
期
間

1.

受
診
機
関

2.

対
象

3.

内
容

4.

持
ち
物

5.

料
金

6.

保
険
証
、母
子
手
帳
、印
鑑（
補
助
申
請
の
書
類
に
必
要
で
す
。

書
類
は
、歯
科
医
院
に
あ
り
ま
す
）

7月
1日
～
8月
29
日（
１
回
目
）年
２
回
実
施

町
内
の
歯
科
医
院（
※
受
診
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

①
東
川
歯
科
 ☎
82
-3
30
8　
　②
栄
歯
科
 ☎
82
-4
33
1

１
歳
か
ら
６
歳（
就
学
前
）の
幼
児

歯
科
検
診
、フ
ッ
素
塗
布

50
0円
（
費
用
千
円
の
う
ち
50
0円
が
町
補
助
と
な
り
ま
す
）

そ
の
他
治
療
に
係
る
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

実
施
日

場
　
所

旭
川
福
祉
専
門
学
校
前

Ｊ
Ａ
東
川
事
務
所
前

役
場
庁
舎
前

7月
17
日

（
木
）

9：
30
～
11
：
30

時
　
間

実
施
日

場
　
所

町
立
診
療
所

7月
29
日
（
火
）

　
～
8月
１
日
（
金
）

13
:0
0～
17
:0
0

対
象
者

受
付
時
間

15
：
00
～
16
：
30

12
：
30
～
13
：
30

三
種
混
合
予
防
接
種
を
第
１
期

初
回
（
３
回
）
及
び
１
期
追
加
接

種
（
１
回
）
の
合
計
４
回
の
う
ち
、

３
回
以
上
実
施
し
て
い
る
児
童

５
日 　

６
日 　

７
日 　

18
日

21
日

　2
4日 28
日 　

29
日 　

８
月
２
日 　

２
～
３
日

慰
霊
祭
音
楽
行
進（
午
前
９
時
、役
場
前
出
発
）

戦
没
者
・
開
拓
功
労
者
慰
霊
祭（
午
前
11
時
、旧
役
場
横

慰
霊
碑
）

町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
投
票
日（
午
前
７
時
か
ら
、農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）

町
民
体
育
祭（
午
前
9時
、町
民
運
動
公
園
）

中
国
人
強
制
連
行
事
件
殉
難
烈
士
慰
霊
祭（
午
前
10
時
、

東
14
号
共
同
墓
地
）

ラト
ビ
ア
訪
問
団
来
町（
22
日
ま
で
）

第
1回
農
業
委
員
会
総
会（
午
後
3時
、第
3会
議
室
）

東
川
町
産
業
振
興
懇
談
会（
午
後
2時
、農
協
大
ホ
ー
ル
）

北
海
道
国
公
立
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会（
午
前
10
時
半
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
）

第
15
回
写
真
甲
子
園
本
選
大
会
開
会
式（
８
月
１
日
ま
で
）

（
午
後
6時
、農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

第
24
回
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
幕
・
東
川
賞
授
賞

式（
午
前
10
時
半
、同
）

ど
ん
と
こ
い
祭
り（
羽
衣
公
園
ほ
か
）

た
け
な
か
　
 ゆ
う
は

す
が
わ
ら
　
 ゆ
ず
き

 さ
  
さ
  
き
  
る
  
か

た
か
は
し
　
 か
ず
な
り

21
20

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
00

8 
Ju

ly
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
00

8 
Ju

ly



く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
町
税
（
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
）
納
税
通
知
書
の
送
付

　
平
成
2
0
年
度
の
町
税
納
税
通
知
書
を
7
月
1
日
に
送
付
し
ま
し
た
。

＜
住
　
民
　
税
＞
　
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
居
住
す
る
市
町
村
に
、
前
年
の
所
得
を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
税

　
　
　
　
　
　
　
　
額
を
納
め
る
税
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜
固
定
資
産
税
＞
　
毎
年
１
月
１
日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
固
定
資
産
の
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
所
在
市
町
村
に
納
め
る
税
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜
軽
自
動
車
税
＞
　
毎
年
４
月
１
日
現
在
、
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
き
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
二
輪
、
農
耕
作
業
車
等
）
を
所
有
し
て
い
る
人
に
対
し
て
か
か
る
税
金
　
　
　
　
　
　

　
年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
税
通
知
書
の
内
容
を
確
認
し
、
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
個
人
住
民
税
の
主
な
変
更
点

●
平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
な
く
な
っ
た
方
は
申
告
が
必
要
で
す

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の
影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
の
変
更
に
よ

る
税
負
担
の
増
加
の
影
響
の
み
を
受
け
る
方
は
、
す
で
に
納
付
済
み
の
平
成
1
9
年
度
分
の
住
民
税
額
か
ら
、

税
源
移
譲
で
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額
を
還
付
し
ま
す
。
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
平
成
1
9
年
度
分
住
民
税
を
課
税
さ
れ
た
市
町
村
（
平
成
1
9
年
1
月
1
日
に
居
住
し
て
い
た
居
住

地
）
へ
減
額
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
本
町
で
は
、
現
在
町
内
に
お
住
ま
い
で
対
象
と
な
る
方
を
抽
出
し
、
6
月
下
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

申
告
先
⇒
平
成
1
9
年
1
月
1
日
時
点
で
お
住
ま
い
の
市
町
村

申
告
期
限
⇒
平
成
2
0
年
7
月
3
1
日
ま
で

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
の
適
用

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、
多
く
の
人
の
場
合
、
所
得
税
が
減
り
、
町
民
税
・
道
民
税
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
平
成
1
1
年
か
ら
1
8
年
に
入
居
し
、
所
得
税
が
控
除
し
き
れ
な
い
額
が
あ
る
場
合
、
そ
の
分
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
個
人
住
民
税
で
適
用
し
て
い
ま
す
。

●
地
震
保
険
料
控
除
の
適
用

　
「
損
害
保
険
料
控
除
」
の
廃
止
に
伴
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
地
震
保
険
料
控
除
」
を
今
年
度
か
ら
適
用
し
て

い
ま
す
。

●
老
年
者
の
非
課
税
措
置
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
の
終
了

　
「
昭
和
1
5
年
１
月
以
前
生
ま
れ
」
の
人
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
一
定
額
以
下
の
人
に
対
す
る
非
課

税
措
置
が
1
8
年
度
課
税
か
ら
廃
止
さ
れ
、
経
過
措
置
で
負
担
軽
減
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
全

額
課
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　 ■
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

●
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　
納
期
限
の
日
に
町
税
を
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
が
手
続
き
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
納
入
通
知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
銀
行
印
を
持
参
の
上
、
納
期
限

の
1
5
日
前
ま
で
に
手
続
き
願
い
ま
す
（
郵
便
局
は
2
0
日
前
ま
で
に
手
続
き
が
必
要
で
す
）
。
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
り
替
え
の
受
け
付
け
窓
口

　
役
場
税
務
課
、
東
川
町
農
業
協
同
組
合
、
北
央
信
用
組
合
東
川
支
店
、
北
海
道
銀
行
豊
岡
支
店
、
北
洋
銀

行
旭
川
中
央
支
店
、
北
陸
銀
行
旭
川
支
店
、
東
川
町
内
の
各
郵
便
局

口
座
振
り
替
え
で
き
る
金
融
機
関

　
東
川
町
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
郵
便
局
、
北
央
信
用
組
合
、
北
海
道
銀
行
、
北
洋
銀
行
、

北
陸
銀
行
の
道
内
各
店
舗
（
一
部
引
き
落
と
し
で
き
な
い
支
店
も
あ
り
ま
す
）

●
納
期
限
ま
で
の
納
付
が
難
し
い
場
合

　
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、
町
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
７
月
1
8
日
（
金
）
ま

で
に
必
ず
納
税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
納
税
猶
予
、
分
割
納
付
（
口
座
振
り
替
え
が
原
則
）
、
ま
た
は
事

情
に
よ
っ
て
減
免
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
税
務
課
収
納
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
延
滞
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す

　
税
（
料
）
金
が
納
期
限
後
に
納
付
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数

に
応
じ
て
延
滞
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
納
期
限
内
に
納
付
を
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

～
延
滞
金
の
算
定
方
法
～

　
本
来
納
め
る
べ
き
額
に
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
年
1
4
.6
％
（
た
だ
し
納
期

限
の
翌
日
か
ら
1
カ
月
間
を
過
ぎ
る
日
ま
で
は
「
年
7
.3
％
」
と
「
前
年
の
1
1
月
3
0
日
に
お
け
る
日
本
銀
行
法

に
規
定
す
る
商
業
手
形
の
割
引
率
に
４
％
を
加
え
た
割
合
」
の
い
ず
れ
か
低
い
ほ
う
の
割
合
を
使
用
し
ま
す
。

平
成
2
0
年
に
は
4
.7
％
）
を
乗
じ
た
額
と
な
り
、
1
0
0
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
、
千
円
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

　 ■
町
税
条
例
を
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
町
税
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成
21
年
度
以
後
の
個
人
住
民
税
に
お
け
る
寄
付
金
税
制
の
拡
充

　
町
な
ど
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付
金
（
納
税
者
の
住
所
地
以
外
へ
の
寄
付
金
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
含

む
）
の
う
ち
、
５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
お
お
む
ね
１
割
を
上
限
と
し
て
、

所
得
税
と
併
せ
て
全
額
を
控
除
し
ま
す
。
平
成
2
0
年
中
に
寄
付
を
し
た
場
合
は
、
平
成
2
0
年
分
の
所
得
税
確

定
申
告
に
よ
っ
て
税
額
控
除
さ
れ
、
個
人
住
民
税
は
平
成
2
1
年
度
分
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付
金
の
う
ち
、
本
町
に
所
在
す
る
学
校
法
人
、
社

会
福
祉
法
人
に
対
す
る
寄
付
金
も
税
額
控
除
の
対
象
と
す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

●
公
的
年
金
等
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度

　
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
6
5
歳
以
上
の
方
か
ら
、
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
制
度

が
創
設
に
な
り
ま
し
た
。
一
定
額
以
上
の
年
金
給
付
を
受
け
、
個
人
住
民
税
が
か
か
る
方
は
、
平
成
2
1
年
1
0

月
の
支
払
い
分
か
ら
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

●
新
築
住
宅
の
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　
新
築
住
宅
（
中
高
層
耐
火
建
築
住
宅
を
含
む
）
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
適
用
期
限
を
、
平
成

2
2
年
3
月
3
1
日
に
延
長
し
ま
し
た
。

●
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　
新
た
に
創
設
な
っ
た
も
の
で
す
。
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
原
則
と
し
て
改
修
工
事
完
了
の
日
か

ら
３
カ
月
以
内
に
申
告
書
を
町
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
適
用
と
な
っ
た
場
合
、
翌
年
度
分
に
限
り
、
１
戸

当
た
り
1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
分
ま
で
、
固
定
資
産
税
の
3
分
の
1
を
減
額
し
ま
す
。

家
屋
要
件
：
面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
平
成
2
0
年
1
月
1
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
で
、
工
事
費
3
0
万
円
以
上
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
同
2
0
年
4
月
１
日
～
同
2
2
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
行
っ
た
も

の
。
工
事
要
件
：
窓
の
改
修
工
事
、
天
井
・
壁
の
断
熱
改
修
等
（
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
が
省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適

合
す
る
こ
と
）

●
軽
自
動
車
税
に
お
け
る
身
体
障
害
者
等
減
免
措
置

　
身
体
障
害
者
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
に
対
す
る
減
免
措
置
を
、
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
す

る
車
両
に
つ
い
て
も
適
用
で
き
る
よ
う
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た
。
減
免
を
受
け
る
に
は
納
期
（
本
年
度
は
７

月
3
1
日
）
の
7
日
前
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
☎
82
－
21
11
税
務
室
（
内
線
12
7、
12
8）
、収
納
室
（
内
線
12
1、
12
2）

23
22
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「
カ
ー
フ
ベ
ン
ド
・
チ
ェ
ア
」（
大
門
巖
氏
）

「
ピ
ー
ス
」（
朝
倉
芳
満
氏
）

「
モ
ウ
セ
ン
」（
朝
倉
芳
満
氏
）

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

１ ６ ８ 万 １ 千 枚 （ 約 1
3 ㌧ ） 。 な ん

と 収 集 車 約 ７ 台 分 に な り ま す （ 昨

年 ３ 月 末 現 在 の 人 口 で 換 算 ） 。

　 た っ た 一 度 物 を 運 ん だ だ け で 捨

て て し ま う の で は 、 あ ま り に も っ

た い な い 話 だ と 思 い ま せ ん か ？

▼ 環 境 に や さ し い ラ イ フ ス タ イ ル

へ
　 レ ジ 袋 を ご み と し て 焼 却 す る と 、

地 球 温 暖 化 ガ ス （ 二 酸 化 炭 素 ） が

発 生 し 、 埋 め て も 腐 る こ と が あ り

ま せ ん 。 山 や 川 、 海 に 捨 て ら れ た

も の を 動 物 や 魚 が 飲 み 込 ん で 死 に

到 る 問 題 も 起 き て い ま す 。

　 マ イ バ ッ ク や マ イ バ ス ケ ッ ト 、

一 度 使 っ た レ ジ 袋 を 持 参 す る 、 簡

易 包 装 商 品 や 再 生 品 を 購 入 す な ど 、

石 油 資 源 節 約 だ け で は な く 、 環 境

に 配 慮 し た 生 活 へ 変 え ま し ょ う 。

ハ チ 駆 除 用 の 防 護 服 を 貸 し 出 し

ま す

　 夏 か ら 秋 に か け て は ハ チ が 活 発

に 活 動 す る 季 節 で す 。 私 有 地 内 の

ハ チ 駆 除 は 、 専 門 の 業 者 へ 委 託 す

る か ご 自 分 で 駆 除 す る 必 要 が あ り

ま す 。

　 町 で は ハ チ 駆 除 業 者 の 紹 介 と 、

自 ら 駆 除 す る 場 合 の ハ チ 駆 除 用 防

護 服 を 無 料 で 貸 し 出 し て い ま す 。

お 問 い 合 わ せ は 地 域 づ く り 推 進 室

☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ２ ６ ２ ） 。

■ 日 ご ろ か ら 油 の 残 量 を 確 認 し ま

　 し ょ う 。 極 端 に 早 い ペ ー ス で 油

　 が 減 少 す る よ う な 場 合 に は 、 漏

　 れ て い る 可 能 性 が あ り ま す 。

　 万 一 油 を 流 出 さ せ て し ま っ た 場

合 に は 、 被 害 を 最 小 限 に 食 い 止 め

る た め 、 す ぐ に 消 防 ☎ 8
3 | ０ １ １

０ 、 ま た は 地 域 づ く り 推 進 室 ☎ 8
2

| ２ １ １ １ （ 内 線 ２ ６ ２ ）

も っ く る ニ ュ ー ス

マ イ バ ッ グ （ ノ ー レ ジ 袋 ） 運 動

を 進 め ま し ょ う ！

　 限 り あ る 石 油 資 源 を 大 切 に 使 う

た め 、 買 い 物 を す る 時 は マ イ バ ッ

ク を 持 参 し 、 ノ ー レ ジ 袋 に 取 り 組

み せ ん か ？  

　 石 油 は 、 ガ ソ リ ン 、 軽 油 、 灯 油 、

重 油 な ど 燃 料 の ほ か 、 ナ フ サ か ら

作 ら れ る 衣 類 や プ ラ ス チ ッ ク 製 品

な ど 、 私 た ち の 生 活 と っ て な く て

は な ら な い 大 切 な 資 源 で す 。

　 レ ジ 袋 も 石 油 を 原 料 と す る ポ リ

エ チ レ ン 製 で す 。 材 料 と 製 造 エ ネ

ル ギ ー を 原 油 に 換 算 す る と 、 Ｌ サ

イ ズ の レ ジ 袋 を 作 る た め に は 約

1 4 ・ ４ ㍉ ㍑ の 原 油 が 必 要 で す 。

　 国 内 で レ ジ 袋 を 作 成 す る た め に 、

石 油 の 年 間 消 費 量 の 1 日 分 も 消 費

し て い る の で す 。

▼ ご み 減 量 化 の た め に

1 年 間 に 1 人 ２ ２ ０ 枚 、 日 本 全 体

で は 約 ２ ８ ０ 億 枚 の レ ジ 袋 が 使 わ

れ て い ま す 。 東 川 町 全 体 で は 、 約

 地 域 活 性 課 か ら

油 も れ に 注 意 し ま し ょ う

　 土 壌 汚 染 、 河 川 汚 濁 の 一 つ と し

て 、 油 の 流 出 事 故 が 問 題 に な っ て

い ま す 。

　 油 脂 類 は 、 自 然 界 で 分 解 し に く

く 、 土 壌 汚 染 で 私 た ち の 大 切 な 生

活 水 （ 地 下 水 ） に 影 響 を あ た え 、

河 川 な ど に 流 れ 出 て 魚 な ど を は じ

め と す る 動 植 物 の 生 態 系 に 悪 影 響

を 及 ぼ す 恐 れ が あ り ま す 。

　 原 因 の 多 く は 、 家 庭 や 事 業 所 に

設 置 し て あ る 油 タ ン ク の 転 倒 や 配

管 パ イ プ の 亀 裂 な ど 、 身 近 な も の

が 大 半 で す 。

　 現 状 回 復 に は 多 額 の 費 用 が 必 要

で す 。 除 去 作 業 に か か る 経 費 は 原

因 者 （ タ ン ク の 持 ち 主 ） の 負 担 に

な り 、 経 済 的 損 失 も 多 大 に な り ま

す 。 事 故 を 起 こ さ な い た め に 次 の

こ と に 注 意 し ま し ょ う 。

‥ 事 故 防 止 の ポ イ ン ト ‥

■ タ ン ク は ぐ ら つ い て い ま せ ん 　

　 か ？ 　 コ ン ク リ ー ト 板 を 土 台 に

　 敷 く な ど 、 足 場 の 確 認 、 補 強 を

　 し ま し ょ う 。

■ 冬 期 は 寒 暖 の 差 が 激 し い た め 接

　 続 部 分 が 緩 み や す く な り ま す 。

　 今 一 度 確 認 し ま し ょ う 。

■ 配 管 パ イ プ 、 室 内 の ゴ ム ホ ー ス

　 に 亀 裂 な ど が な い か 定 期 的 に 点

　 検 し 、 必 要 に 応 じ て 交 換 し ま し

　 ょ う 。

　 ト ウ シ の 各 路 線

料 金 　 大 人 １ ５ ０ 円 、 子 供 7
0 円

　 な お 、 当 日 は １ 丁 目 道 路 が 車 両

通 行 止 め の た め ３ 便 、 ４ 便 は 診 療

所 前 に 停 車 で き ま せ ん 。 道 草 館 ま

た は 役 場 前 停 留 所 を ご 利 用 く だ さ

い 。
お 問 い 合 わ せ 　 公 共 施 設 管 理 室 ☎

　 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ２ ３ ７ ）

 産 業 振 興 課 か ら

君 の 椅 子 贈 呈 、 今 年 の 第 １ 号 は

永 島 佑 恭 ち ゃ ん に

　 ６ 月 1
7 日 、 今 年 の 誕 生 第 １ 号 、

永 島 佑 恭 ち ゃ ん （ １ 月 ７ 日 生 ま れ ）

＝ 2
2 区 ＝ に 「 君 の 椅 子 」 ２ ０ ０ ８

年 モ デ ル を 贈 る 贈 呈 式 が あ り ま し

た 。

　 お 母 さ ん の 明 美 さ ん に お ん ぶ さ

れ て 役 場 を 訪 れ ま し た 。 キ ト ウ シ

地 区 の 松 田 隆 次 自 治 振 興 会 長 か ら

手 渡 し で 椅 子 を 受 け 取 り ま し た 。

椅 子 に は 「 ゆ う す け 」 と 彫 り 込 ま

れ て お り 、 こ れ か ら は た だ １ 人 だ

け の 椅 子 で す 。

　 贈 呈 式 の 間 、 「 ゆ う す け ち ゃ ん 」

は 自 分 に 贈 ら れ た 記 念 品 だ と 分 か

っ て い る か の よ う に 、 と て も 〝 ゴ

キ ゲ ン 〞 で し た 。

　 ６ 月 中 に 「 君 の 椅 子 」 を お 贈 り

し た の は 、 １ 月 生 ま れ と ２ 月 生 ま

れ 、 合 わ せ て ９ 人 の お 子 さ ん で す 。

 都 市 建 設 課 か ら

お い し い 水 給 水 施 設 整 備 事 業 補

助 金 を ご 存 知 で す か ？

　 安 心 ・ 安 全 な 生 活 用 水 を 得 て い

た だ く た め 「 お い し い 水 の ま ち 」

の ま ち づ く り 支 援 を し て い ま す 。

新 た な 井 戸 掘 削 工 事 に 伴 う 水 質 検

査 や ボ ー リ ン グ 費 用 の 一 部 を 助 成

し ま す 。 ど う ぞ ご 利 用 く だ さ い 。

【 対 象 事 業 】

　 町 民 が 所 有 す る 生 活 用 の 既 存 井

戸 で 、 水 質 が 飲 用 基 準 に 適 合 し な

く な っ た も の 、 ま た は 水 枯 れ を 起

こ し た も の で 、 新 た に 深 さ 1
5 メ ー

ト ル 以 上 の 井 戸 を 設 置 す る 場 合 の

井 戸 本 体 の 工 事 。 ま た は 井 戸 水 の

水 質 検 査 を す る 場 合 。

【 補 助 額 】

① 井 戸 を 設 置 す る 経 費 の う ち 2
0 万

　 円 を 超 え た 額 の ２ 分 の １ （ 6
0 万

　 円 を 上 限 ） 。

② 再 度 井 戸 工 事 を 行 う 場 合 は 、 井

　 戸 を 設 置 す る 経 費 の う ち 2
0 万 円

　 を 超 え た 額 の ３ 分 の ２ （ 9
0 万 円

　 を 上 限 ） 。

③ 既 存 の 生 活 用 水 用 井 戸 で 町 が 指

　 定 し た 水 質 検 査 項 目 で 検 査 を 行

　 う 場 合 、 １ 回 に 限 り 経 費 の ２ 分

　 の １

　 詳 細 は 、 東 川 町 ホ ー ム ペ ー ジ も

し く は ま ち づ く り 推 進 室 ☎ 8
2 | ２

１ １ １ （ 内 線 ２ ３ ５ ）

臨 時 職 員 を 募 集 し ま す

　 福 祉 バ ス の 運 行 、 除 雪 運 転 業 務

の 臨 時 職 員 を 募 集 し ま す 。 希 望 者

は ７ 月 1
7 日 （ 木 ） ま で に お 申 し 込

み く だ さ い 。

採 用 予 定 　 １ 人

資 格 ・ 条 件 　 大 型 １ 種 免 許 （ 大 型

　 ２ 種 免 許 を お 持 ち の 方 は 考 慮 し

　 ま す ） 、 大 型 特 殊 免 許 、 車 両 系

　 建 設 機 械 運 転 技 能 講 習 修 了 者 で

　 町 内 在 住 者 ま た は 在 住 予 定 者

年 齢 　 5
0 歳 以 下 （ 期 間 は ９ 月 １ 日

　 か ら 平 成 2
1 年 ３ 月 3
1 日 ま で 。 た

　 だ し 業 務 は 次 年 度 以 降 も 有 り ）

勤 務 時 間 　 ７ 時 間 3
0 分 （ 有 給 休 暇

　 本 年 度 は 1
2 日 ）

賃 金 等 　 月 額 2
2 万 2 千 ６ ０ ０ 円 　

　 （ 手 当 て あ り ） 、 社 会 保 険 、 雇

　 用 保 険 の 適 用 あ り

提 出 書 類 　 履 歴 書 、 運 転 免 許 証 、

　 車 両 系 建 設 機 械 運 転 技 能 講 習 修

　 了 証 （ 写 し ）

お 問 い 合 わ せ 　 公 共 施 設 管 理 室 ☎

　 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ２ ３ ７ ）

町 営 バ ス 臨 時 便 を 運 行 し ま す

　 ８ 月 ２ 日 （ 土 ） の 東 川 ど ん と こ

い 祭 り の 夜 間 花 火 大 会 の 開 催 に 伴

っ て 、 花 火 終 了 時 間 に 合 わ せ て 町

営 バ ス の 臨 時 便 を 運 行 し ま す 。 ど

う ぞ ご 利 用 く だ さ い 。

出 発 時 間 　 花 火 終 了 の 1
5 分 後

出 発 場 所 　 役 場 正 面 玄 関 前

路 線 　 東 忠 別 、 北 忠 別 、 東 雲 上 キ

第 5
4 回 旭 川 家 具 産 地 展 で 同 時 展 示

さ れ ま し た （ ６ 月 2
5 〜 2
9 日 ま で ５

日 間 ） 。 1
1 月 に は 「 日 本 ラ イ フ ２

０ ０ ８ 」 展 （ 1
1 月 2
0 〜 2
3 日 、 東 京

・ ビ ッ ク サ イ ト 東 ５ ・ ６ ホ ー ル ）

で 展 示 予 定 で す 。

「 大 雪 旭 岳 源 水 」 が 環 境 省 「 平

成 の 名 水 百 選 」 に 選 定

　 本 町 の 名 水 「 大 雪 旭 岳 源 水 」

（ 湧 水 ） が こ の ほ ど 、 環 境 省 の

「 平 成 の 名 水 百 選 」 に 選 ば れ ま し

た 。 2
5 日 、 東 京 ・ 清 澄 庭 園 （ 江 東

区 ） で 開 か れ た 認 定 書 交 付 式 に 松

岡 市 郎 町 長 が 出 席 し て 認 定 書 の 交

付 を 受 け ま し た 。

　 １ ９ ８ ５ （ 昭 和 6
0 ） 年 選 定 の

「 名 水 百 選 」 は 、 道 内 で は 「 ナ イ

ベ ツ 川 湧 水 」 （ 千 歳 市 ） 、 「 羊 蹄

ふ き だ し 湧 水 」 （ 京 極 町 ） 、 「 甘

露 泉 水 」 （ 利 尻 富 士 町 ） の ３ カ 所 。

今 回 の 新 名 水 認 定 で 、 「 大 雪 旭 岳

源 水 」 は 、 美 深 町 の 「 仁 宇 布 の 冷

水 と 十 六 滝 」 （ 湧 水 ） と と も に 、

日 本 が 誇 る 名 水 と し て 2
3 年 ぶ り に

名 を 連 ね る こ と に な り ま し た 。

国 際 家 具 デ ザ イ ン フ ェ ア 旭 川 で

大 門 さ ん 、 朝 倉 さ ん が 入 賞

　 今 年 の 国 際 家 具 デ ザ イ ン フ ェ ア

旭 川 ２ ０ ０ ８ で 、 町 内 在 住 の 家 具

製 作 作 家 、 大 門 巌 さ ん （ バ ウ 工 房

代 表 ） の 作 品 「 カ ー フ ベ ン ト ・ チ

ェ ア 」 、 朝 倉 芳 満 さ ん （ ａ ｓ ａ ａ

ｓ ａ （ 旭 川 ） 代 表 ） の 作 品 「 ピ ー

ス 」 「 モ ウ セ ン 」 が そ れ ぞ れ 入 選

し ま し た 。

　 ６ 月 2
5 日 、 旭 川 市 内 で 表 彰 式 が

行 わ れ ま し た 。 今 年 の コ ン ペ は 2
7

作 品 が 入 賞 。 旭 川 家 具 セ ン タ ー

（ 旭 川 市 永 山 ２ ノ 1
0 ） で 開 か れ た

大 雪 山 自 然 観 察 講 座 の 参 加 者 を

募 集 し ま す

　 環 境 省 東 川 自 然 保 護 官 事 務 所 、

大 雪 山 の 自 然 を 記 録 す る 会 な ど 主

催 の 大 雪 山 の 自 然 と 親 し む 大 雪 山

自 然 観 察 講 座 、 本 年 度 第 1 回 「 大

雪 山 国 立 公 園 　 夏 の 動 植 物 に 合 い

に 行 こ う 」 の 参 加 者 を 募 集 し ま す 。

初 夏 の 旭 岳 周 辺 を ト レ ッ キ ン グ し

ま す 。

　 本 年 度 講 座 は こ の 後 、 1
0 月 、 1
2

月 、 来 年 ３ 月 の 全 ４ 回 開 く 予 定 で す 。

日 時 　 ８ 月 6 日 午 前 8 時 半 出 発 　

　 （ 当 日 は 小 雨 実 施 。 た だ し 天 候

　 急 変 の 時 は 計 画 を 変 更 す る 場 合

　 が あ り ま す ）

募 集 　 2
5 人 程 度

集 合 場 所 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

　 前
参 加 料 　 大 人 ５ ０ ０ 円 （ １ 人 ） 、

　 子 供 ３ ０ ０ 円 （ 同 ） （ 当 日 受 け

　 付 け 時 に 徴 収 し ま す ）

持 ち 物 　 昼 食 、 雨 具 、 防 寒 具 、 着

　 替 え 、 手 袋 、 非 常 食 、 常 備 薬 、

　 タ オ ル 、 健 康 保 険 証 な ど （ 山 歩

　 き し ま す の で 、 履 き 慣 れ た 登 山

　 靴 、 双 眼 鏡 を 用 意 で き る と よ い

　 で す ）

お 問 い 合 わ せ 　 振 興 室 ☎ 8
2 | ２ １

　 １ １ （ 内 線 １ ３ ５ ）

 子 育 て 支 援 セ ン タ ー か ら

　 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ は 、 い

ず れ も セ ン タ ー へ ☎ 8
2 | ５ １ ０ ０

「 子 育 て 講 座 」

　 子 育 て 中 の お 母 さ ん 、 体 を 動 か

し て 日 ご ろ の ス ト レ ス を 発 散 し ま

せ ん か ？

対 象 　 家 庭 に い る 親 子 な ら ど な た

　 で も

日 時 　 ７ 月 ４ 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

内 容 　 ミ ニ バ レ ー

場 所 　 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

持 ち 物 　 上 靴 、 飲 み 物 、 タ オ ル

人 数  1
5 組 程 度 （ 事 前 に 予 約 が 必

　 要 で す ） 。 お 子 さ ん は お 母 さ ん

　 同 士 で 託 児 し ま す 。  

「 よ ち よ ち 教 室 」

　 零 歳 児 対 象 の 親 子 遊 び の 教 室 で

す 。 親 子 で 楽 し く 遊 び な が ら 、 お

友 達 を つ く り ま せ ん か ？ お 兄 ち ゃ

ん や お 姉 ち ゃ ん も 一 緒 に ど う ぞ 。

対 象 　 零 歳 児 の お 子 さ ん と お 母 さ

　 ん
日 時 　 ７ 月 1
1 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

内 容 　 赤 ち ゃ ん 体 操 、 親 子 遊 び 、

　 お も ち ゃ づ く り 。 中 村 栄 養 士 を

　 囲 ん で 「 お 子 さ ん と お 母 さ ん の

　 食 」 に つ い て の 交 流 会 も 予 定 し

　 て い ま す 。

場 所 　 幼 児 セ ン タ ー 内 　 子 育 て 支

　 援 セ ン タ ー プ レ イ ル ー ム

人 数 　 1
5 組 程 度 （ 事 前 予 約 が 必 要 ） 25

24
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク
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右 側 5 人 が 小 学 校 4 年 生 以 下 チ ー ム

（ 前 側 右 か ら 丹 野 君 、 佐 々 木 君 、 後 方

右 か ら 島 田 貴 君 、 溝 口 君 、 白 幡 凌 君 ） 、

左 側 ６ 人 が 4 年 生 以 上 チ ー ム （ 前 方 右

か ら 野 村 さ ん 、 石 原 君 、 後 方 右 か ら 白

幡 翔 君 、 島 田 侑 さ ん 、 鈴 木 さ ん 、 滝 本

君 ）
新 設 「 ぼ だ い 樹 （ じ ゅ ） の 会 」

入 会 の ご 案 内

　 　 　 　 　 　 　 　  東 川 町 社 会 福 祉 協 議 会

　 男 性 介 護 者 の 会 、 愛 称 「 ぼ だ い

樹 の 会 」 を 設 立 す る こ と に な り ま

し た 。

　 日 ご ろ の 介 護 や 家 事 上 の 悩 み を

分 か ち 合 い 、 と も に 暮 ら し て い く

た め の 工 夫 を 学 び 支 え 合 う こ と を

目 的 に し て い ま す 。

　 家 族 を 介 護 す る 男 性 や 、 会 の 主

旨 に 賛 同 す る 方 で 入 会 ご 希 望 の 方

は 、 東 川 町 社 会 福 祉 協 議 会 ま で ご

連 絡 く だ さ い 。

　 日 、 2
6 日 の い ず れ か １ 日 （ 予 定 ）

　 （ 男 子 ） 、 ９ 月 2
8 日 （ 女 子 ）

試 験 場 　 同 上

受 け 付 け 　 男 子 は 年 間 通 じ て 行 っ

　 て い ま す 。 女 子 は ８ 月 １ 日 〜 ９

　 月 1
0 日

お 問 い 合 わ せ 　 自 衛 隊 旭 川 地 方 協

　 力 本 部 南 地 区 隊 ☎ 2
2 | ０ ６ ４ ８ 、

　 企 画 総 務 課 総 務 室 ☎ 8
2 | ２ １ １

　 １ 、 募 集 相 談 員 の 小 野 利 昌 さ ん

　 （ 西 7 号 北 2
5 ） ☎ 8
2 | ３ ７ ３ ７

東 川 柔 道 ス ポ ー ツ 少 年 団 「 柔

塾 」 、 西 部 北 海 道 柔 道 大 会 で ３

位 入 賞

　 5 月 1
8 日 、 留 萌 市 勤 労 者 体 育 セ

ン タ ー で 開 か れ た 留 萌 柔 道 連 盟 主

催 の 第 １ ０ ９ 回 西 部 北 海 道 柔 道 大

会 で 、 東 川 柔 道 ス ポ ー ツ 少 年 団

「 柔 塾 」 チ ー ム が ４ 年 生 以 下 、 ４

年 生 以 上 の ２ チ ー ム と も に ３ 位 入

賞 し ま し た 。 柔 塾 は 昨 年 の 同 大 会

４ 年 生 以 下 で 優 勝 し て お り 、 ２ 年

連 続 の 入 賞 と な り ま し た 。

▼ 小 学 校 ４ 年 生 以 下

白 幡 凌 （ ４ 年 ） 、 佐 々 木 燦 吏 （ ３

年 ） 、 溝 口 裕 樹 （ ４ 年 ） 、 丹 野 渓

登 （ 同 ） 、 島 田 貴 章 （ ４ 年 ）

▼ 同 ４ 年 生 以 上

鈴 木 文 織 （ ４ 年 ） 、 白 幡 翔 （ ５

年 ） 、 野 村 彩 友 美 （ ５ 年 ） 、 島 田

侑 季 （ ６ 年 ） 、 滝 本 諒 一 （ 同 ） 、

石 原 彰 太 （ 同 ）

「 本 と あ そ ぼ う 」

　 「 お は な し 隊 」 の キ ャ ラ バ ン カ

ー が 来 ま す 。 た の し い 「 お は な し 」

を た く さ ん 持 っ て き ま す 。 親 子 で

ぜ ひ 遊 び に 来 て く だ さ い 。

対 象 　 家 庭 に い る 親 子 な ら ど な た

　 で も

日 時 　 ７ 月 2
5 日 （ 金 ） 午 前 ９ 時 4
5

　 分 〜 同 1
1 時

内 容 　 絵 本 の 読 み 聞 か せ 後 自 由 に

　 絵 本 を 親 子 で 読 む 。

場 所 　 幼 児 セ ン タ ー 内 　 子 育 て 支

　 援 セ ン タ ー プ レ イ ル ー ム

そ の 他 　 事 前 に 予 約 が 必 要 で す 。

自 衛 官 の 募 集

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 企 画 総 務 課

平 成 21 年 ３ 、 ４ 月 採 用 自 衛 官 等

▼ 一 般 曹 候 補 学 生

受 験 資 格 　 日 本 国 籍 を 有 し 、 平 成

　 2
1 年 4 月 1 日 現 在 1
8 歳 以 上 2
7 歳

　 未 満 の 者

試 験 日 　 9 月 2
0 日 （ 第 １ 次 試 験 ） 、

　 1
0 月 ９ 日 〜 1
6 日 ま で の 間 の 指 定

　 す る 日 （ 第 ２ 次 試 験 ） （ ※ 男 女

　 共 通 ）

試 験 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 　

　 （ 旭 川 市 春 光 町 ）

受 け 付 け 　 ８ 月 １ 日 〜 ９ 月 1
0 日

▼ ２ 等 陸 ・ 海 ・ 空 士

受 験 資 格 　 日 本 国 籍 を 有 し 、 平 成

　 2
1 年 4 月 1 日 現 在 1
8 歳 以 上 2
7 歳

　 未 満 の 者

試 験 日 　 ８ 月 3
1 日 、 ９ 月 １ 日 、 2
1

を 使 う こ と が 多 く 、 よ り 一 層 防 火

意 識 を 高 め る こ と が 必 要 で す 。 万

一 に 備 え て 防 災 や 応 急 手 当 の 方 法

も 学 び 、 よ り 安 心 安 全 な 生 活 を 送

っ て も ら う こ と を 目 的 に 活 動 し て

い ま す 。

対 象 　 東 川 町 内 の 女 性

活 動 内 容 　 火 災 予 防 、 救 急 講 習 な

　 ど 各 種 研 修 、 火 災 予 防 運 動 街 頭

　 広 報 な ど

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 大 雪 消

　 防 組 合 東 消 防 署 予 防 係 ☎ 8
3 | ０

　 １ １ ９

第 一 地 区 環 境 保 全 会 で 町 道 整 備

の 花 植 栽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 一 地 区 環 境 保 全 会

　 ６ 月 ４ 、 ５ の 両 日 、 第 一 地 区 環

境 保 全 会 （ 宮 崎 正 志 会 長 ） は 、 地

区 の 町 道 、 西 1
0 号 道 路 の 北 ４ 線 か

▼ 第 １ 回 男 性 介 護 者 の 会 （ 予 定 ）

日 時 　 ７ 月 ９ 日 （ 水 ） 午 後 ２ 時 か

　 ら
場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー 集 団 検 診

　 室
予 定 し て い る 活 動 　 同 じ 仲 間 同 士

　 で 生 活 の 様 子 や 体 験 を 話 し 合 い 、

　 交 流 を 深 め 理 解 し 合 う 事 業 。 介

　 護 に 役 立 つ し く み や 技 術 、 家 事

　 の 工 夫 を 学 ぶ 事 業 。 会 員 の 留 守

　 宅 支 援 な ど 。

準 備 事 務 局 、 連 絡 先 　 東 川 町 社 会

　 福 祉 協 議 会 ☎ 8
2 | ７ ５ ０ ５

７ 月 は 不 正 軽 油 防 止 強 化 月 間 で す

　 　 　 　 　 　 上 川 支 庁 地 域 振 興 部 課 税 課

　 不 正 な 軽 油 は 、 悪 質 な 脱 税 行 為

と い う だ け で な く 、 環 境 汚 染 な ど

さ ま ざ ま な 被 害 を も た ら す 重 大 な

犯 罪 で す 。

　 「 売 ら な い 」 「 買 わ な い 」 「 使

わ な い 」 を ス ロ ー ガ ン に 、 不 正 軽

油 の 撲 滅 に 向 け た 取 り 締 ま り を 一

層 強 化 し ま す 。 不 正 軽 油 を 追 放 す

る た め 「 お か し い な 」 と 思 っ た ら

ご 一 報 く だ さ い 。

● ダ ン プ 、 ト ラ ッ ク 燃 料 に 灯 油 、

　 重 油 を 使 っ て い る

● 倉 庫 、 な や 奈 土 、 不 審 な 場 所 に

　 タ ン ク ロ ー リ ー が 出 入 り し て い

　 る

　 上 川 支 庁 は 、 公 共 工 事 現 場 の ほ

か 、 会 社 等 を 訪 問 し て ダ ン プ 等 の

燃 料 抜 き 取 り 調 査 を 実 施 し ま す 。

　 ガ ソ リ ン ス タ ン ド や 燃 料 店 を 訪

問 し 、 不 審 な 配 送 が 行 わ れ て い な

い か 、 確 認 調 査 も 実 施 し ま す 。

「 不 正 軽 油 ス ト ッ プ １ １ ０ 番 」

☎ ０ １ ２ ０ | ９ ７ １ | １ ９ １

看 護 師 （ 臨 時 職 員 ） の 募 集

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 町 立 診 療 所

　 町 立 診 療 所 で は 看 護 師 （ 臨 時 職

員 ） を 募 集 し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、

診 療 所 ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。

面 接 試 験 日 は 、 申 し 込 み 者 に 追 っ

て 連 絡 し ま す 。

採 用 人 員 　 １ 人

資 格 　 看 護 師 の 資 格 を 有 す る 方

締 め 切 り 　 ７ 月 2
5 日 （ 金 ）

採 用 予 定 日 　 ８ 月 １ 日 （ 金 ）

賃 金 　 東 川 町 臨 時 職 員 賃 金 規 定 に

　 よ る

各 種 保 険 　 社 会 保 険 、 雇 用 保 険 の

　 適 用 あ り

提 出 書 類 　 履 歴 書 、 看 護 師 免 許 証

　 （ 写 し ）

勤 務 時 間  　 午 前 8 時 半 か ら 午 後

　 ５ 時 （ 土 、 日 、 祝 日 は 除 く ）

お 問 い 合 わ せ 　 国 民 健 康 保 険 東 川

　 町 立 診 療 所 （ 森 田 ） ☎ 8
2 | ２ １

　 ０ １

東 川 町 婦 人 防 火 ク ラ ブ の 会 員 募

集
　 　 　 　 　 　 　 　 大 雪 消 防 組 合 東 消 防 署

　 東 川 町 婦 人 防 火 ク ラ ブ の 新 ク ラ

ブ 員 を 募 集 し ま す 。

　 女 性 は 、 日 ご ろ 台 所 仕 事 で 火 気

施 設 な ど で の 演 奏 活 動 も 行 っ て い

ま す 。

日 時 　 ７ 月 1
2 日 （ 土 ） 午 後 ７ 時 開 演

料 金 　 ２ 千 円 （ 限 定 4
0 席 ）

▼ カ ル メ ン ・ マ キ ト リ オ Ｌ ｉ ｖ ｅ

２ ０ ０ ８

　 女 性 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク シ ン ガ ー

と し て 活 動 し て い る カ ル メ ン ・ マ

キ さ ん 、 ジ ャ ズ ピ ア ニ ス ト の 板 橋

文 夫 氏 、 バ イ オ リ ン 奏 者 の 太 田 恵

資 氏 と い う 異 色 ト リ オ で の 初 コ ン

サ ー ト で す 。

日 時 　 ８ 月 ９ 日 （ 土 ） 午 後 ７ 時 開 演

料 金 　 ３ 千 ５ ０ ０ 円 （ 前 売 り 券 の

み ）
寄 付

　 6 月 1
3 日 、 ヤ マ サ 暖 房 機 器 ㈱

（ 旭 川 ） 社 長 の 合 田 忠 氏 （ 旭 川 市

内 在 住 ） か ら 町 に 多 額 の 寄 付 を い

た だ き ま し た 。

　 故 合 田 政 義 氏 （ ５ 月 2
4 日 、 満 8
8

ら 北 ５ 線 に か け て 約 ５ ０ ０ ㍍ 区 間

の 道 路 側 た ん を 花 植 栽 し ま し た 。

　 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対 策 事

業 と し て 昨 年 か ら 積 極 的 に 取 り 組

み し て い ま す 。 美 し い 田 園 景 観 を

つ く ろ う ― と 住 民 2
6 人 が 参 加 し 、

ラ ベ ン ダ ー ３ ８ ０ 本 、 ア ル テ ミ ス

３ ６ ４ 本 を 植 栽 し ま し た 。

　 昨 年 は 西 1
0 号 道 路 の 北 5 線 か ら

北 ６ 線 に か け て 約 ５ ０ ０ ㍍ 区 間 を

整 備 し て お り 、 こ れ で 西 1
0 号 道 路

は 約 １ ㌔ ㍍ 区 間 に 渡 っ て 美 し い

花 々 の 植 栽 が 実 現 し ま し た 。

ラ イ ブ コ ン サ ー ト の 開 催

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 叢 舎

　 叢 舎 （ く さ む ら や ＝ 西 1
0 号 北

4
6 ） で は ７ 月 、 ８ 月 に そ れ ぞ れ ラ

イ ブ コ ン サ ー ト を 開 き ま す 。 チ ケ

ッ ト 販 売 は い ず れ も 予 約 ・ 前 売 り

だ け 。

　 お 問 い 合 わ せ は 叢 舎 （ 澤 田 さ ん ）

☎ 8
2 | ４ ４ １ ６ 、 ま た は 木 工 駄 々

（ 岡 崎 さ ん ） ☎ 8
2 | ４ ５ ８ ８ 。

▼ 吉 川 よ し ひ ろ チ ェ ロ ・ ソ ロ パ フ

ォ ー マ ン ス

　 生 ま れ な が ら 左 耳 に 聴 覚 障 害 を

持 ち な が ら 演 奏 活 動 を 続 け て い ま

す 。 ２ ０ ０ ３ （ 平 成 1
5 ） 年 か ら 米

国 ニ ュ ー ヨ ー ク を 皮 切 り に 演 奏 活

動 を 開 始 。 ’0
6
（ 同 1
8 ） 年 、 日 本 人

と し て 初 め て 米 国 チ ェ ロ フ ェ ス テ

ィ バ ル に 出 演 し ま し た 。 ラ イ フ ワ

ー ク と し て 知 的 障 害 者 施 設 、 老 人

歳 で 逝 去 ） へ の 生 前 の 厚 情 に 対 し

て 、 喪 主 と し て 感 謝 の 気 持 ち を 込

め た も の で す 。 役 場 を 訪 れ た 合 田

氏 は 、 松 岡 市 郎 町 長 に 現 金 を 手 渡

し 、 生 前 の 思 い 出 を し の ん で い ま

し た 。

感 謝 状 の 贈 呈

　 長 年 東 川 町 選 挙 管 理 委 員 を 務 め

て こ の ほ ど 退 職 し た 前 委 員 長 、 西

田 孝 志 さ ん （ ２ 東 区 ） 、 畑 中 律 子

さ ん （ 東 雲 ） の ２ 人 が 、 上 川 支 庁

管 内 選 挙 管 理 委 員 会 連 合 会 か ら 会

長 感 謝 状 を 受 け （ ５ 月 1
6 日 付 け ） 、

６ 月 1
3 日 開 か れ た 町 選 挙 管 理 委 員

会 の 席 上 、 水 野 忠 昭 委 員 長 が 感 謝

状 を 伝 達 し ま し た 。

　 西 田 さ ん は 、 １ ９ ９ ５ （ 平 成 ７ ）

年 1
0 月 か ら ３ 期 1
2 年 間 、 畑 中 さ ん

は 、 １ ９ ９ ９ （ 同 1
1 ） 年 1
0 月 か ら

２ 期 ８ 年 間 に 渡 っ て 公 正 な 選 挙 の

執 行 に 尽 力 さ れ ま し た 。

青 少 年 国 際 交 流 キ ャ ン プ の 参 加

者 募 集

　 　 　 　 　 　 （ 財 ） 国 際 青 少 年 研 修 協 会

　 （ 財 ） 国 際 青 少 年 研 修 協 会 （ 東

京 ） は 、 夏 休 み 期 間 中 に 山 中 湖 キ

ャ ン プ 場 で 開 く 第 2
9 回 青 少 年 国 際

交 流 キ ャ ン プ の 参 加 者 を 募 集 し ま

す 。 北 海 道 地 域 説 明 会 は 、 ６ 月 2
2

日 午 後 ３ 時 半 か ら 、 道 民 活 動 セ ン

タ ー 「 か で る ２ ・ ７ 」 （ 札 幌 ） で 。

期 間 　 ７ 月 3
0 日 か ら ４ 泊 ５ 日 間

場 所 　 山 梨 県 山 中 湖 村 営 山 中 湖 キ

　 ャ ン プ 場

募 集 　 小 学 ４ 年 生 〜 中 学 ３ 年 生 の

　 日 本 人 １ ４ ０ 人 、 外 国 人 4
0 人

費 用 　 小 学 生 ８ 万 円 、 中 学 生 1
1 万

　 ２ 千 円 （ 千 歳 空 港 発 着 ）

締 め 切 り 　 ７ 月 ４ 日

お 問 い 合 わ せ ・ 申 し 込 み 　 （ 財 ）

　 国 際 青 少 年 研 修 協 会 ☎ 0
3 | ３ ３

　 ５ ９ | ８ ４ ２ １
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

０
歳
か
ら
の
お
は
な
し
会

に
ち
じ
：
7
月
3
1
日
(木
) 
午
前
1
0
:3
0
～
同
1
1
:3
0

ば
し
ょ
：
文
化
交
流
館
絵
本
ル
ー
ム

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！
　
後
半
は
、
親
子
で
自
由
に
絵
本

を
楽
し
ん
だ
り
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
し
ま
す
。

☆
年
齢
に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
会
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要
）

「 青 春 キ ャ ッ チ 5 ・ 7 ・ 5 」（ 平 成 1
9 年 度 入 選 作 品 ）

「 か あ さ ん の 　 笑 顔 が す て き 　 ほ っ と す る 」キ ャ ッ チ 賞

（ 小 学 生 高 学 年 の 部 　 第 一 小 　 片 澤 　 誠 ）

　  社 協 だ よ り

　 温 か い 善 意 あ り が と う ご ざ い ま す

　 　 5 月 16 日 か ら 6 月 15 日 ま

　 で に 社 会 福 祉 事 業 に ご 寄 付

　 を い た だ き ま し た 方 は 次 の

　 と お り で す 。

　 《 ご 香 典 の 返 礼 に か え て 》 　

　 北 町 ３ 丁 目 　 庄 内 有 美 　 様 　 　

　 1
2 区 　 　 　 　 蒔 田 セ ツ ヱ 様

　 ７ 南 区 　 　 　 藤 井 美 春 　 様

　 西 区 　 　 　 　 吉 野 和 夫 　 様

　 1
2 区 　 　 　 　 合 田 　 忠 　 様

　 西 町 ３ 丁 目 　 稲 場 　 彰 　 様

　 1
1 区 　 　 　 　 佐 藤 五 十 夫 様

　 今 月 の く ら し の 相 談 日 ご 案 内

　 　 町 民 の み な さ ん の 困 っ て

　 い る こ と な ど 、 相 談 日 を 設

　 け て 毎 月 一 回 第 3 木 曜 日 午

　 後 １ 時 半 か ら 午 後 ４ 時 ま で

　 社 協 相 談 室 で 相 談 に 応 じ て

　 い ま す 。

　 　 今 月 の 相 談 日 と 相 談 員 は

　 次 の と お り で す 。

　 7 月 1
7 日 　 大 石 　 久 子

お
問
い
合
わ
せ
は

「
お
は
な
し
の
会
ピ
ッ
ピ
」

向
坊
　
☎
82
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収
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ど
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域
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ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

1
等
前
後
賞
合
わ
せ
て
3億

円
●
１
等

●
１
等
の
前
後
賞

●
１
等
の
組
違
い
賞

●
２
等

●
３
等

●
４
等

●
５
等

●
６
等

●
ジ
ャ
ン
ボ
3
0
年
記
念
賞

2
億
円

5,
00

0万
円

1
0
万
円

1
億
円

1,
00

0万
円

5
0
万
円

10
,0
00
円

3
,0

0
0
円

3
万

円

40
本

80
本

3,
96

0本
80
本

40
0本

4,
00

0本
40
万
本

40
0万
本

8万
本

： ： ： ： ： ： ： ： ：

× × × × × × × × ×
発
売
期
間

抽
選
日
7
月
1
4
日
(月
)～
8
月
1
日
(金
)ま
で

8
月
1
2
日
(火
)

▲
６
月
号
２
ペ
ー
ジ
目
次
中
、
料
理
紹
介
者
の

お
名
前
が
園
田
多
映
子
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
石
川
　
由
香
里
さ
ん
の
誤
り
で

す
。
訂
正
の
上
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

本
文
中
で
紹
介
し
て
い
る
お
名
前
は
正
し
い
お

名
前
で
す
。

▲

６
月
号
９
ペ
ー
ジ
、
大
雪
広
域
連
合
か
ら
の

国
民
健
康
保
険
料
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て
の
記

事
中
、
表
中
＜
例
２
＞
＜
例
３
＞
の
徴
収
方
法

に
関
し
て
、
い
ず
れ
も
「
特
別
徴
収
」
と
し
て

表
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も

「
普
通
徴
収
」
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

▲

５
月
号
３
ペ
ー
ジ
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
見

え
た
子
育
て
支
援
の
充
実
ス
タ
ー
ト
」
の
記
事

中
、
２
段
目
14
行
目
「
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
保
育

料
は
、
昨
年
度
ま
で
は
、
入
園
し
て
い
る
乳
幼

児
を
第
１
子
と
し
て
、
第
２
子
を
２
分
の
１
、

第
３
子
を
10
分
の
１
に
軽
減
し
て
い
ま
し
た
。
」

ま
で
の
表
記
に
つ
い
て
、
幼
児
の
属
す
る
世
帯

の
所
得
税
階
層
区
分
に
よ
っ
て
は
、
一
部
の
階

層
で
第
１
子
と
第
２
子
の
軽
減
が
逆
転
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
、
と
い
う
た
だ
し
書
き
の
説
明
が

も
れ
て
お
り
ま
し
た
。
補
足
し
て
説
明
を
追
加

し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

お
詫
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正
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説
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築
年
・
構
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設
備
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そ
　
の
　
他
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D
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・
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・
平
成
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・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
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建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

北
団
地
A
5

北
町
3
丁
目
1
1
番

・
1L
D
K
（
51
.4
㎡
)

・
1戸
（
1階
中
央
）

・
17
,9
00
円
～

　
52
,1
00
円

・
平
成
11
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

南
団
地
B
3

南
町
1
丁
目
6
番

公
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

１
．
入
居
申
込
書

２
．
住
宅
等
状
況
申
告
書

３
．
平
成
19
年
1月
か
ら
12
月
ま
で
の
所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

４
．
納
税
証
明
書
（
平
成
19
年
1月
1日
現
在
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
方
は
同
意
書
で
可
）

５
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

６
．
印
鑑

※
下
線
の
つ
い
て
い
る
書
類
は
、
収
納
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
３
・
４
の
書
類
は
、
入
居
予
定
者
の
中
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
分
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

受
付
場
所

募
集
戸
数

お
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

7
月
1
日
（
火
）
～
2
5
日
（
金
）

税
務
課
収
納
室
（
役
場
庁
舎
1
階
4
番
窓
口
）

5
戸

●
公
営
住
宅

① ② 入 居 資 格

入
居
申
し
込
み
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
2条
第
6号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

入
居
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
営
住
宅
等
入
居
者
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
選
考
委
員
会
で
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
公
開
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
は
未
定
で
す
。

8月
上
旬

家
賃
の
3カ
月
分

入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
所
得
金
額
の
あ
る
方
2人

税
務
課
収
納
室
　
☎
82
-2
11
1（
内
線
12
2）

そ
の

他

選
考
方
法

入
居
予
定
日

敷
金

連
帯
保
証
人

お
問
い
合
わ
せ

（
1）
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
中
の
方
な
ど
も
含
む
）
が
い
る
方

※
た
だ
し
、
南
団
地
Ｂ
３
に
つ
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
単
身
で
の
入
居
が
可
能

①
昭
和
31
年
4月
1日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

②
身
体
障
が
い
等
級
1級
か
ら
4級
ま
で
の
方

③
精
神
障
が
い
等
級
1級
か
ら
3級
ま
で
の
方
、
知
的
障
が
い
（
精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
）
の
方

④
被
生
活
保
護
者
、
D
V
被
害
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
な
ど

※
た
だ
し
、
身
体
・
精
神
上
著
し
い
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
居
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

（
2）
世
帯
の
収
入
金
額
が
月
額
20
万
円
以
下

※
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
26
万
80
00
円
ま
で
基
準
額
が
引
き
上
が
り
ま
す
。

①
昭
和
31
年
4月
1日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
か
つ
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
昭
和
31
年
4月
1日
以
前
生
ま
れ
の
場
合
、
ま
た
は
18
歳
未
満
の
方
が
い
る
場
合

②
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
方
が
い
る
場
合

③
身
体
障
が
い
等
級
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方
が
い
る
場
合

④
精
神
障
が
い
等
級
１
級
か
ら
２
級
ま
で
の
方
が
い
る
場
合
、
知
的
障
が
い
（
精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
）
の
方
が
い
る
場
合

⑤
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
の
方
な
ど
が
い
る
場
合

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

募
集
団
地

場
　
所

間
取
り
･戸
数
･家
賃

建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

そ
　
の
　
他

・
3L
D
K
（
80
.9
㎡
)

・
2戸
（
2階
中
央
・
2階
端
）

・
55
,0
00
円
～

　
72
,6
00
円

・
平
成
9年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

南
団
地
B
1

南
町
1
丁
目
7
番

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

●
家
族
向
け
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

③ ④ 入 居 資 格

（
１
）
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方

（
２
）
世
帯
の
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る
収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
、
ま
た
は
入
居
後
所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

※
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地

場
　
所

間
取
り
･戸
数
･家
賃

建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

そ
　
の
　
他

●
単
身
者
用
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
1L
D
K
（
38
.1
㎡
)

・
1戸
（
2階
中
央
）

・
30
,8
00
円
～

　
40
,7
00
円

・
平
成
11
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
オ
ー
ル
電
化
住
宅

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

※
家
賃
の
ほ
か
に
温
水
器
、
暖
房
機
、

調
理
器
の
リ
ー
ス
料
（
月
額
3,
36
0円
）

が
別
途
必
要
で
す
。

西
町
団
地

ア
ヴ
ニ
ー
ル
Ⅱ

西
町
1
丁
目
9
番

⑤ 入 居 資 格

（
1）
昭
和
31
年
4月
2日
以
後
に
生
ま
れ
た
単
身
の
方

（
2）
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る
収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
、
ま
た
は
入
居
後
所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
案
内

●
7月

5日
（
土
）～

24
日（
木
）

　
・
日
韓
写
真
交
流
展（
第
1～
第
3展
示
室
）

●
7月

4日
（
金
）～

6日
（
日
）

　
・
招
魂
祭
慰
霊
作
品
展
　（
第
4展
示
室
）

●
7月

7日
（
月
）～

24
日（
木
）

　
・
東
川
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展（
第
4展
示
室
）

※
7月
25
－
8月
１
日
ま
で
、東
川
賞
展
示
準
備
の

た
め
休
館

各
種
大
会
成
績

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◆
第
７
回
ミ
カ
サ
杯
家
庭
婦
人
大
会（
15
日
・

比
布
町
体
育
館
ほ
か
）

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
準
決
勝

ポ
プ
ラ
　２
－１
　東
川
友
輪

【
卓
球
】

◆
第
５
回
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
ナ
ガ
オ
杯
争
奪

大
会
中
学
生
の
部（
14
日
・
旭
川
市
総
合
体

育
館
）

▼
男
子
準
々
決
勝

三
浦
恵
斗（
旭
広
陵
）　
３－
０
　和
田
直
樹（
東
川
）

▼
同
準
決
勝

三
浦
恵
斗（
旭
広
陵
）　
３－
２
　佐
藤
大
介（
東
川
）

▼
女
子
準
々
決
勝

大
西
菫（
旭
神
居
東
）　
３－
０
　青
木
美
優（
東
川
）

◆
中
学
校
選
手
権
大
会（
５
月
31
日
・
旭
川

市
総
合
体
育
館
）

▼
男
子

選
手
権
の
部
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
優
勝
戦

東
川
Ａ
　３
－１
　野
幌

29
28

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
00

8 
Ju

ly
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
00

8 
Ju

ly



子育てチャンネル子育てチャンネル

だ
れ
で
も
よ
か
っ
た

　　　　　　
（
あ
る
事
件
を
通
し
て
考
え
る
）

だ
れ
で
も
よ
か
っ
た

　　　　　　
（
あ
る
事
件
を
通
し
て
考
え
る
）

子育てチャンネル

　

ま
た
痛
々
し
い
事
件
が
起
き
ま

し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
出
て
く

る
刺
激
的
な
見
出
し
や
目
を
背
け

た
く
な
る
よ
う
な
場
面
。

　

「
４
人
が
失
血
死
、
全
員
一
突

き
。
３
人
が
ト
ラ
ッ
ク
で
死
亡
。

日
曜
の
歩
行
者
天
国
が
地
獄
絵
に

変
わ
っ
た
。
秋
葉
原
の
事
件
の
容

疑
者
は
25
歳
。
『
人
を
殺
す
た
め

に
来
た
。
だ
れ
で
も
よ
か
っ
た
』
。

　

３
月
の
茨
城
の
通
り
魔
は
24
歳

が
容
疑
者
。
『
早
く
捕
ま
え
て
ご

ら
ん
』
と
１
１
０
番
で
挑
発
し
た
。

や
は
り
『
だ
れ
で
も
よ
か
っ
た
』

と
８
人
を
殺
傷
し
た
。

　

１
月
の
品
川
の
通
り
魔
は
16
歳

が
容
疑
者
。
『
お
れ
を
侮
辱
す
る

ん
じ
ゃ
ね
え
』
と
叫
ん
で
5
人
に

切
り
つ
け
た
。

　

先
日
『
児
童
に
指
差
さ
れ
た
』

と
車
を
バ
ッ
ク
さ
せ
、
登
校
の
列

に
突
っ
込
ん
だ
事
件
も
あ
っ
た
」

（
６
月
10
日
付
け
北
海
道
新
聞

「
卓
上
四
季
」
よ
り
抜
す
い
）
。

　

な
ぜ
こ
う
も
人
命
を
軽
ん
じ
る

　
事
件
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　

次
に
、
事
件
が
起
き
る
と
必
ず

報
道
さ
れ
る
の
が
「
な
ぜ
起
き
た

の
か
」
「
原
因
は
何
か
」
。
続
い

て
容
疑
者
や
犯
人
の
生
ま
れ
育
っ

た
家
庭
や
子
供
時
代
、
近
所
の

人
々
の
お
話
が
、
こ
れ
で
も
か
、

ま
だ
あ
る
よ
、
と
ば
か
り
に
報
道

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
容
疑
者
や
犯
人
の
取
り

調
べ
の
様
子
や
発
言
内
容
が
詳
細

に
発
表
さ
れ
る
の
で
す
。

　

「
人
生
負
け
っ
ぱ
な
し
」
「
み

ん
な
裏
切
る
」
「
リ
ス
ト
ラ
に
不

満
」
「
恋
人
が
ほ
し
か
っ
た
」

「
誰
か
に
止
め
て
ほ
し
か
っ
た
」

「
申
し
訳
な
か
っ
た
」
な
ど
な
ど
。

　

人
間
は
時
と
し
て
、
何
か
行
動

を
起
こ
す
場
合
、
あ
る
い
は
何
か

発
言
す
る
時
な
ど
、
理
由
と
し
て

「
社
会
が
こ
う
だ
か
ら
」
「
会
社

に
こ
う
さ
れ
た
か
ら
」
「
上
司
に

い
じ
め
ら
れ
た
か
ら
」
「
相
手
に

断
ら
れ
た
か
ら
」
「
友
だ
ち
に
悪

口
を
言
わ
れ
た
か
ら
」
な
ど
、
自

分
以
外
に
理
由
を
押
し
付
け
が
ち

な
も
の
で
す
。
あ
る
い
は
言
い
逃

れ
を
す
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
れ
で
い
い
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。
自
分
自
身
の
責
任

と
か
考
え
の
浅
は
か
さ
、
能
力
の

足
り
な
さ
、
経
験
不
足
、
見
通
し

の
甘
さ
な
ど
に
つ
い
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
思
い
を
致
さ
な
く
て

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
は
一
時
の
感
情
の
高

ぶ
り
や
衝
動
で
罪
を
犯
し
て
も
、

時
が
経
ち
、
冷
静
に
な
っ
て
考
え

る
と
い
ろ
い
ろ
の
思
い
が
湧
い
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

時
す
で
に
遅
し
、
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
「
し
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
」

「
や
ら
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と

思
う
前
に
「
な
ぜ
自
分
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
と

考
え
て
い
く
と
、
や
は
り
そ
の
人

の
子
供
の
こ
ろ
の
育
ち
方
、
育
て

ら
れ
方
に
行
き
着
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

容
疑
者
や
犯
罪
者
の
多
く
は

「
普
通
の
子
だ
っ
た
」
「
い
い
子

で
し
た
」
「
素
直
な
子
で
し
た
」

と
異
口
同
音
に
言
わ
れ
ま
す
。
家

庭
の
中
で
、
親
の
気
に
入
る
子
、

い
い
子
を
演
じ
る
の
は
、
中
学
生

ぐ
ら
い
ま
で
は
よ
い
で
し
ょ
う
が
、

そ
れ
以
降
は
な
か
な
か
う
ま
く
い

か
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
を
暴
発
さ
せ
ず
に
、
し
か

も
失
敗
を
う
ま
く
乗
り
越
え
ら
れ

る
に
は
、
幼
少
期
の
心
の
育
ち
方
、

心
の
持
ち
方
に
あ
る
と
思
う
の
で

す
。

　

一
つ
に
は
、
我
慢
の
心
、
二
つ

目
は
反
省
の
心
、
三
つ
目
は
思
い

や
り
の
心
で
す
。

　

小
さ
い
時
か
ら
不
自
由
な
く
育

ち
、
思
い
通
り
に
生
活
し
て
い
く

と
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
度
も
振
り
返
る
こ
と
な
く
善

悪
の
判
断
な
し
に
生
活
し
て
い
た

と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

相
手
の
気
持
ち
や
立
場
を
考
え

ず
に
、
自
己
の
思
い
通
り
に
し
て

き
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
人
間
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
子
供
た
ち
に

大
人
と
し
て
信
念
を
持
っ
て
幼
少

期
の
心
の
あ
り
よ
う
を
し
っ
か
り

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
、
と
思
う
の
で
す
が
…
。

東
川
町
地
域
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会

　
　

会 

長　

三 

原　

真 

琴
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子育てチャンネル子育てチャンネル
保健だより
for Healthy Life

　

心
と
体
は
表
裏
一
体
。
心
が
休
ま
ら

な
い
と
体
も
ら
く
に
な
り
ま
せ
ん
。
体

の
疲
れ
が
取
れ
な
い
と
心
も
元
気
に
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
カ
ギ
と
な
る
の
が
自

律
神
経
の
リ
ズ
ム
で
す
。

　

体
が
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
神
経

（
交
感
神
経
）
と
、
休
息
の
た
め
に
必

要
な
神
経
（
副
交
感
神
経
）
は
、
い
つ

も
交
互
に
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
働
き

を
自
律
神
経
の
働
き
と
言
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
不
規
則
な
食
習
慣
や
運
動

不
足
、
ス
ト
レ
ス
が
多
い
生
活
を
し
て

い
る
と
、
自
律
神
経
の
正
常
な
バ
ラ
ン

ス
が
乱
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
心
身

の
疲
れ
が
た
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
つ
も
健
康
的
な
生
活
を
続
け
る
た

め
に
は
、
疲
れ
を
た
め
ず
に
自
律
神
経

の
働
き
を
整
え
、
上
手
に
心
身
を
リ
ラ

　
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

心
と
体
を
リ
セ
ッ
ト
！　

「
オ
ン
」
と
「
オ
フ
」
を
上
手
に

切
り
換
え
て

　

自
律
神
経
は
自
分
の
意
思
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
神
経
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
を
唯
一
で
き
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
呼
吸
で
す
。

　

「
頭
が
重
い
」
「
な
ん
だ
か
ス
ッ
キ

リ
し
な
い
」
と
感
じ
た
り
し
た
ら
、
ち

ょ
っ
と
姿
勢
を
直
し
て
深
呼
吸
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

ふ
だ
ん
無
意
識
に
呼
吸
し
て
い
ま
す

が
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
き
や
、
根

を
詰
め
て
仕
事
を
し
て
い
る
時
は
、
自

律
神
経
の
中
で
も
交
感
神
経
が
緊
張
し

て
無
意
識
に
浅
く
短
い
呼
吸
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。

　

長
く
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吐
い
て
い
る

と
、
休
息
の
神
経
で
あ
る
副
交
感
神
経

が
優
位
に
な
っ
て
き
て
、
気
持
ち
が
ス

ー
ッ
と
落
ち
着
い
て
き
ま
す
。
深
呼
吸

で
疲
れ
た
脳
に
新
鮮
な
酸
素
を
し
っ
か

り
と
送
り
、
頭
の
働
き
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
「
疲
れ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
、

睡
眠
、
食
事
、
運
動
を
中
心
と
し
て
生

活
習
慣
を
き
ち
ん
と
見
直
す
こ
と
が
大

事
で
す
。

▼
昼
間
働
い
た
ら
夜
は
き
ち
ん
と
休
み

ま
し
ょ
う
▲

　

早
め
に
床
に
入
り
、
十
分
に
睡
眠
を

取
り
ま
し
ょ
う
。
起
床
時
に
朝
日
を
浴

び
る
と
、
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

て
、
規
則
的
な
体
内
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ

ま
す
。

▼
１
日
３
食
、
規
則
的
な
食
事
を
▲

　

高
タ
ン
パ
ク
、
高
脂
肪
に
偏
ら
な
い

で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
過

不
足
な
く
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

夜
食
や
ま
と
め
食
い
は
内
臓
へ
の
負

担
が
大
き
い
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

「
疲
れ
て
い
る
か
ら
ス
タ
ミ
ナ
を
つ

け
よ
う
」
と
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
を
と
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
、
疲
れ
で
弱
っ
て
い

る
内
臓
を
さ
ら
に
フ
ル
活
動
さ
せ
、
負

担
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
毎
日
10
分
間
多
く
歩
き
ま
し
ょ
う
▲

　

歩
く
こ
と
は
最
も
手
軽
で
効
率
的
な

全
身
運
動
。
筋
肉
を
効
率
よ
く
刺
激
し
、

脳
へ
の
血
行
も
良
く
な
り
、
心
身
の
働

き
が
活
性
化
し
ま
す
。
毎
日
歩
い
て
い

る
今
の
時
間
に
、
1
日
����
分
間
を
加
え
、

歩
く
時
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

�ç

|
�•
�è�x
�ª

´
�w
�i
�Ï�0
�M
�O
�j
�t

�r
	«
�`
�‡
�`
�ö
�O

�ç

|
�•
�è�x
�ª

´
�w
�i
�Ï�0
�M
�O
�j
�t

�r
	«
�`
�‡
�`
�ö
�O

　

日
常
生
活
の
中
で
「
疲
れ
」
を
感
じ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
目
、
肩
、
腰
な
ど
、
す
ぐ
に
気
づ
き
や

す
い
疲
れ
か
ら
、
本
人
が
自
覚
し
に
く
い
内
臓
、
神
経
の
疲
労
ま
で
、
疲
れ
が
原
因
と
な
っ
て
表
れ
る
症
状
、
病

気
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
「
た
か
が
疲
れ
」
な
ど
と
あ
な
ど
っ
て
い
る
と
、
知
ら
な
い
う
ち
に
病
気
を
招
く
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
で
も
ご
安
心
。
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
で
「
疲
れ
」
を
た
め
込
ま
な
い
秘
け
つ
が
あ
り
ま
す
。

31 Higashikawa  2008 July
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